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論

説
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
（
一
）

効
率
化
と
ア
ク
セ
ス
保
障

濱

野

亮

は

じ

め

に

一

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
位
置

１

概
観

２

近
年
の
制
度
改
革
の
構
図
（
以
上
、
本
号
）

二

一
九
九
〇
年
代
の
推
移

三

ア
ク
セ
ス
保
障
の
た
め
の
諸
方
策
と
課
題

お

わ

り

に

は

じ

め

に

日
本
の
民
事
訴
訟
第
一
審
新
受
件
数
は
、
一
九
七
〇
年
半
ば
以
降
増
加
局
面
に
あ
り
、
特
に
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
消
費
者
信
用
関

係
の
少
額
債
権
取
立
訴
訟
（
お
よ
び
督
促
事
件
）
の
急
増
が
顕
著
な
特
徴
と
な
っ
て

1
い
る
。
こ
の
種
の
訴
訟
は
欠
席
判
決
が
多
く
を
占

1



8 RIKKYO60-01 0003 140410

め
、
督
促
事
件
と
あ
わ
せ
て
、
簡
易
裁
判
所
が
、
一
面
で
業
者
と
い
う
リ
ピ
ー
ト
・
プ
レ
ー

2
ヤ
ー
に
よ
る
消
費
者
に
対
す
る
少
額
債
権

取
立
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
重
要
な
課
題
が
生
ま
れ
る
。
第
一
に
、
急
増
す
る
事
件
を
さ
ば
く
た
め
の
効
率
的
処
理
体

制
の
確
立
で
あ
り
、
第
二
に
、
被
告
た
る
消
費
者
の
権
利
保
障
で
あ
り
、
第
三
に
、
簡
易
裁
判
所
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

一
般
市
民
の
生
活
紛
争
に
お
け
る
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
で
あ
る
。

第
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
簡
易
裁
判
所
の
統
廃
合
、
督
促
手
続
の
改
革
（
特
に
書
記
官
権
限
化
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
）
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
不
況
が
続
く
限
り
こ
の
種
の
訴
訟
、
督
促
事
件
の
減
少
は
見
込
ま
れ
ず
、
か
つ
、
司
法
制
度
改
革
審
議
会

意
見
書
は
、

経
済
指
標
の
動
向
等
を

慮
し
つ
つ
」
と
留
保
し
な
が
ら
も
簡
裁
の
訴
額
上
限
の
引
き
上
げ
を
提
言
し
て

3
い
る
。
今
後

も
重
要
課
題
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
新
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
一
定
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
が

一
七
条
﹇
裁
量
移
送
の
要
件
の
緩
和
﹈、
二
〇
条
﹇
専
属
的
合
意
管
轄
の
効
力
の
制
限
﹈

4
な
ど

、
そ
も
そ
も
、
法
的
知
識
に
乏
し
く
、
か
つ

債
務
不
履
行
状
況
下
の
経
済
的
・
心
理
的
苦
境
に
あ
え
ぐ
被
告
が
正
当
な
権
利
を
行
使
し
、
あ
る
い
は
、
業
者
た
る
原
告
か
ら
一
定
の

譲
歩
を
得
る
（
例
え
ば
分
割
払
い
）
た
め
に
必
要
な
知
識
・
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
程
度
機
能
し
て
い
る
の
か
、
本
人
訴

訟
（
被
告
側
）
を
支
援
す
る
体
制
が
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
実
態
は
明
ら
か
で
な
く
、
経
験

的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
新
民
事
訴
訟
法
に
よ
っ
て
本
人
訴
訟
を
念
頭
に
お
い
た
少
額
訴
訟
制
度
が
導
入

さ
れ
、
同
一
原
告
の
利
用
制
限
規
定
に
よ
り
、
一
般
市
民
の
利
用
を
確
保
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
利
用
者
の
評
価
は
高
い
よ
う
で

5
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
別
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
①
東
京
簡
裁
で
整
備
さ
れ
て
い
る
受
付

相
談
の
よ
う
な
本
人
訴
訟
支
援
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
（
特
に
リ
ソ
ー
ス
に
限
り
の
あ
る
地
方
の
簡
裁

、
②
よ
り
踏
み
込
ん
だ
助
言
が
必
要

な
案
件
の
、
適
切
な
相
談
機
関
へ
の
回
付
、
③
被
告
へ
の
情
報
提
供
と
、
必
要
な
場
合
の
助
言
・
支
援
、
④
各
種
相
談
機
関
間
の
正
確

な
情
報
の
共
有
と
案
件
振
り
分
け
の
た
め
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
、
本
人
に
よ
る
少
額
訴
訟
が
適
切
に
処
理
さ
れ
る
た
め
に
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重
要
に

6
な
る
。
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
意
見
書
は
、
少
額
訴
訟
手
続
の
訴
額
の
上
限
を
「
大
幅
に
」
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
提

言
し
て
い

7
る
が
、
そ
の
場
合
、
以
上
の
諸
点
に
関
す
る
条
件
整
備
は
不
可
欠
に
な
る
で
あ

8
ろ
う
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
第
一
は
事
件
処
理
の
効
率
化
の
問
題
、
第
二
、
第
三
は
「
司
法
へ
の
ア
ク
セ
スa

ccess
to

9

ju
stice

」
の
問

題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

翻
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ

10
ン
ド
の
近
年
の
状
況
を
見
る
と
、
わ
が
国
と
同
様
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
民
事
訴
訟
新
受
件
数
が
増
加
、
特

に
一
九
九
〇
年
前
後
の
急
増
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
民
事
司
法
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
で
司

法
の
効
率
化
が
徹
底
し
て
追
求
さ
れ
、
少
額
事
件
を
多
く
扱
う
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
ま
た
、

司
法
へ

の
ア
ク
セ
ス
」
と
の
関
係
で
は
、
別
稿
で
示
し
た
よ
う
に
一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
法A

ccess
to
Ju
stice

A
ct

の
制
定
に

よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
スC

o
m
m
u
n
ity
L
eg
a
l
S
erv
ice

が
導
入
さ
れ
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
の
根
本
的
改

造
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
法
律
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
化
が
試
み
ら
れ
て

11
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
司
法
の
効
率
化
と
、

司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
・
拡
充
と
い
う
二
つ
の
要
請
は
、
わ
が
国
以
上
に
自
覚
的
か
つ
徹
底
的
に
追
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け

に
、
こ
の
二
つ
の
要
請
が
生
み
出
す
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
諸
課
題
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

お
よ
そ
一
切
の
認
識
と
知
識
の
源
は
、
比
較
に
あ
る
」
と
い
う
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
と
ケ
ッ
ツ
に
よ
る
『
比
較
法
概
論

原
論
』
の

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の

12
言
葉
は
、
法
社
会
学
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
。
本
稿
は
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
、
す

な
わ
ち
、
①
わ
が
国
の
民
事
事
件
数
の
急
増
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
諸
問
題
、
②
わ
が
国
の
少
額
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課
題
、

③
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
と
そ
の
意
義
、
に
関
す
る
研
究
の
延
長
線
上
に
お
い

て
、
現
代
社
会
の
条
件
の
も
と
で
の
少
額
事
件
処
理
体
制
の
整
備
と
市
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
充
す
る
試
み
に
つ
い
て
、
一
九

九
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
も
の
で

13
あ
る
。

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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1

濱
野

亮
「
司
法
改
革
の
定
位
」

一

、

二
）『
立
教
法
学
』
五
三
号
（
一
九
九
九
年
）
一
〇
一
頁
〜
一
四
八
頁
、
同
五
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
七
二
頁
〜
二
〇

三
頁
。
ま
た
、
棚
瀬
孝
雄
「
訴
訟
利
用
と
近
代
化
仮
説
」
新
堂
幸
司
先
生
古
稀
祝
賀
『
民
事
訴
訟
法
理
論
の
新
た
な
構
築
』

上
）

有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
二
八
九

〜
三
二
一
頁
も
参
照
。
簡
易
裁
判
所
の
通
常
訴
訟
第
一
審
新
受
件
数
に
占
め
る
貸
金
、
立
替
金
・
求
償
金
事
件
の
比
率
は
八
割
前
後
に
な
っ
て
い
る
。
濱
野
「
司
法
改
革

の
定
位
」

一
）
前
掲
、
一
三
二
頁
。

2

M
a
rc
G
a
la
n
ter,
“W
h
y
th
e
‘H
a
v
es’
C
o
m
e
O
u
t
A
h
ea
d
：
S
p
ecu
la
tio
n
s
o
n
th
e
L
im
its
o
f
L
eg
a
l
C
h
a
n
g
e,”
L
aw
an
d
S
ociety

R
eview

,
v
o
l.9,

n
o
.1

（1974
,
p
p
.95

160.
3

司
法
制
度
改
革
審
議
会
『
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書

二
一
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
』

平
成
一
三
年
六
月
一
二
日
）

Ⅱ

第
一

５

家
庭
裁

判
所
・
簡
易
裁
判
所
の
機
能
の
充
実
、

３
）
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
拡
大
、
少
額
訴
訟
手
続
の
上
限
の
大
幅
引
き
上
げ
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
二
〇
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）

一
九
七
頁
。

4

林

道
晴
「
新
法
下
に
お
け
る
簡
易
裁
判
所
の
民
事
訴
訟
実
務

通
常
の
手
続
を
中
心
と
し
て
」『
判
例
時
報
』
一
六
二
三
号
（
一
九
九
八
年
）
二
一
〜
三
四
頁
、

特
に
二
五
〜
二
六
頁
。

5

原

康
人

竹
内
克
也
「
少
額
訴
訟
利
用
の
す
す
め
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
七
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
四
〇
〜
一
五
六
頁
。

6

濱
野

亮
「
少
額
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト

少
額
訴
訟
制
度
を
中
心
と
し
て

」
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
編
『
法
と
実
務
』
一
号

（
商
事
法
務
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
三
〜
一
二
〇
頁
。

7

司
法
制
度
改
革
審
議
会
『
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書

二
一
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
』

Ⅱ

第
一

５

家
庭
裁
判
所
・
簡
易
裁
判
所
の
機
能

の
充
実
、

３
）
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
拡
大
、
少
額
訴
訟
手
続
の
上
限
の
大
幅
引
き
上
げ
」
前
掲
一
九
七
頁
。

8

司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
は
、
少
額
事
件
に
限
定
し
な
い
形
で
、
司
法
の
利
用
相
談
窓
口
（
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
）
の
充
実
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進
に

よ
り
「
司
法
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
提
供
」
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
「
Ⅱ

第
一

７

裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
拡
充
」
前
掲
一
九
九
頁
参
照
。

9

「
司
法
へ
の
ア
ク
セ
スa

ccess
to
ju
stice

」
と
い
う
概
念
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
裁
判
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
弁
護
士
を
用
い
た
和
解set-

tlem
en
t

（
裁
判
外
の
和
解
や
訴
訟
手
続
開
始
後
の
和
解
を
含
む
）
や
仲
裁
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
さ
ら
に
最
近
で
は
、A

D
R

を
推
奨
す
る
司
法
政
策
の
も
と
で
広
く
各
種

A
D
R

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
め
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
核
は
裁
判
所
と
弁
護
士
に
よ
る
法
サ
ー
ビ
ス
な
い
し
司
法
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
あ
る
程
度
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
外
延
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
全
く
法
律
家
を
排
し
た
（
む
し
ろ
反
法
律
家
的

な
）
種
類
のm

ed
ia
tio
n

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
む
か
は
微
妙
で
あ
る
が
、
当
該
社
会
に
お
け
る

“ju
stice”

の
理
解
の
さ
れ
方
（
法
律
家
と
一
般
人
双
方
に
よ
る

、
な

ら
び
に
論
者
の
定
義
の
問
題
（
裁
判
所
や
弁
護
士
に
よ
る
法
的
処
理
と
の
連
携
関
係
、
関
係
づ
け
の
実
態
と
評
価
と
も
関
わ
る
）
と

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、

裁
判
所
や
弁
護
士
に
よ
る
法
的
処
理
に
つ
い
て
も
、
そ
の
辺
縁
部
に
は
、
非
法
的
要
素
の
濃
厚
な
、
そ
の
意
味
でju

stice

と
呼
べ
る
処
理
な
の
か
議
論
の
余
地
の
あ
る

形
態
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
（
社
会
に
よ
っ
て
そ
の
態
様
に
は
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

。
こ
こ
に
は

“ju
stice”

概
念
（
そ
れ
に
相
当
す
る
日
本
語
）
の
含
意
と
、

民
事
紛
争
処
理
が
適
正
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
実
定
法
と
法
律
家
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
関
わ
る
べ
き
か
、
公
正
さ
、
適
正
さ
、
正
義
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
理
解
し
て
い
る
か
、
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、

正
義
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
日

立教法学 60号（2002)
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本
語
と
し
て
熟
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
中
核
的
要
素
を
表
現
し
て
い
る
「
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
が
、
裁
判
（
所
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

10

本
稿
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
指
す
。

11

濱
野

亮
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

法
律
相
談
シ
ス
テ
ム
統
合
化
の
側
面
を
中
心
に

」

一
）

二
・

完
）『
立
教
法
学
』
五
八
号
（
二
〇
〇
一
）
五
二
一
〜
五
八
二
頁
、
同
五
九
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
五
〜
一
五
八
頁
。

12

Ｋ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト

Ｈ
・
ケ
ッ
ツ
（
大
木
雅
夫
訳
）『
比
較
法
概
論

原
論

私
法
の
領
域
に
お
け
る
』

上
）

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
）
一
頁
。

13

本
稿
は
、
一
九
九
九
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
八
月
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
在
外
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
研
究
に
対
し
て
は
、
立
教
大
学
研
究
奨
励
助

成
金
よ
り
助
成
を
得
た
。

一

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
位
置

１

概

観

１

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
民
事
訴
訟
の
第
一
審
を
管
轄
す
る
の
は
、
基
本
的
に
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト

で
あ
る
。
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
民
事
第
一
審
管
轄
権
は
歴
史
的
に
原
則
と
し
て
無
制
限
で
あ

1
っ
た
の
に
対
し
て
、
従
来
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・

コ

2
｜
ト
は
、
契
約
や
不
法
行
為
な
ど
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
請
求
金
額
（
回
復
で
き
る
と
合
理
的
に

期
待
で
き
る
金
額
な
い
し
経
済
的
価
値
、
以
下

3
同
じ
）
が
五
千
ポ
ン
ド
（
執
筆
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
約
一
〇
〇

4
万
円
）
以
下
の
事
件
を
管
轄

し
て
お
り
（
信
販
関
係
事
件
や
エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
事
件
は
異
な
る

、
相
対
的
に
少
額
の
事
件
を
管
轄
し
て

5
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お
よ
び
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
（C

o
u
rts
a
n
d
L
eg
a
l
S
erv
ices

A
ct
1990

）
と
そ
の
後

の
改
革
に
よ
り
、
契
約
、
不
法
行
為
、
不
動
産
訴
訟
（reco

v
ery

o
f
la
n
d
a
ctio
n
s

）
に
つ
い
て
は
請
求
金
額
上
の
管
轄
上
限
が
撤
廃

さ

6
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
が
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
事
件
の
範
囲
は
大
幅
に
拡
大
し
、
基
本
的
に
、
こ
れ
ら

の
事
件
に
関
し
て
は
、
請
求
金
額
に
か
か
わ
り
な
く
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
管
轄
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
但
し
、
信
託
そ
の
他
の

エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
事
件
は
請
求
金
額
に
よ
る
制
限
を
受
け
、
司
法
審
査ju

d
icia
l

7

rev
iew

、lib
el

ま
た
はsla

n
d
er

に
関
す
る
事
件

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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の
審
理
等
一
定
の
権
限
も
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
行
使
で
き

8
な
い
。
他
方
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
専
属
管
轄
事
件
も
少
数

9
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
と
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
民
事
裁
判
管
轄
権
は
中
核
部
分
に
お
い
て
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
事
件
類
型
と
請
求
金
額
に
応
じ
て
、
手
続
が
開
始
さ
れ
る
べ
き
裁
判
所
、
あ
る
い
は
ト
ラ
イ
ア
ル
が
行
わ

れ
る
べ
き
裁
判
所
が
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
と
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
間
で
振
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
は
複
雑
で

10
あ
る
。
ど
ち
ら

の
裁
判
所
も
他
方
へ
事
件
を
移
送
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て

11
い
る
。

そ
も
そ
も
、
古
く
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
と
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
管
轄
や
手
続
上
の
ル
ー
ル
は
極
め
て
複
雑

で
あ
り
、
悪
名
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
来
、
こ
の
二
つ
の
手
続
の
整
理
と
統
合
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
提
言
と

改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の
（C

iv
il
Ju
stice

12

R
ev
iew

が
代
表
的
提
言

、
一
九
九
八
年
民
事
訴
訟
規
則
施
行
後
の
今
日
で
も
、
な
お

依
然
と
し
て
錯
綜
し
て
お
り
、
非
法
律
家
た
る
利
用
者
に
と
っ
て
理
解
し
に
く
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
う
し
た
複
雑
性
と
使
い
勝
手
の
悪
さ
の
背
景
に
は
、
歴
史
的
連
続
性
、
改
革
の
漸
進
性
と
並
ん
で
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
の
経

済
的
利
益
・
威
信
・
権
力
・
影
響
力
を
、
制
度
の
あ
り
方
が
直
接
左
右
す
る
た
め
、
改
革
に
あ
た
っ
て
既
得
権
の
微
妙
な
調
整
を
必
要

と
す
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
歴
史
的
に
バ
リ
ス
タ
が
独
占
し
、
一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お
よ
び

リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
り
ソ
リ
シ
タ
に
も
道
が
開
か
れ

13
た
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
現
状
で
は
依
然
と
し
て
大
多
数
が
バ
リ

ス
タ
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
法
廷
弁
論
権rig

h
ts
o
f
a
u
d
ien
ce

も
歴
史
的
に
バ
リ
ス
タ
に
の
み
認
め
ら
れ
、
一
九
九
〇

年
法
に
基
づ
き
ソ
リ
シ
タ
に
も
一
定
の
条
件
で
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
の
法
廷
弁
論
権
が
解
放
さ
れ
た
が
、
法
廷
弁
論
権
を
行
使
す
る
状
況

に
あ
る
ソ
リ
シ
タ
は
現
状
で
は
少

14
な
い
。
関
連
し
て
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
方
が
、
裁
判
官
、
弁
護
士
と
も
に
高
コ
ス
ト
だ
と
い
う
点
が

重
要
で
あ
る
。
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
裁
判
官
の
給
与
は

15
高
く
、
か
つ
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
は
ソ
リ
シ
タ
の
ほ
か
に
バ
リ
ス
タ
を
用
い
る
場

合
が
多
く
、
バ
リ
ス
タ
の
報
酬
は
高
額
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
法
に
よ
る
改
正
以
降
、
一
部
の
事
件
を

16
除
き
、
契
約
、
不
法
行
為
な
ど
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
事

立教法学 60号（2002)
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件
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
事
件
で
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
と
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
管
轄
は
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
お
り
、
原
告
は
、

い
ず
れ
で
提
訴
す
る
か
を
選
択
す
る
自
由
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
場
合
で
も
、H

ig
h
C
o
u
rt
a
n
d
C
o
u
n
ty
C
o
u
rts
Ju
ris-

d
ictio

n
O
rd
er
1991

に
よ
り
、
裁
判
所
の
ト
ラ
イ
ア
ル
（
争
点
整
理
手
続
終
了
後
の
正
式

17
公
判
）
審
理
振
り
分
け
政
策
上
、
重
要
な
事

件
、
複
雑
な
事
件
、
高
額
な
事
件
は
、
原
則
と
し
て
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
扱
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
価
値
、
そ
の
他

の
点
で
の
重
要
性
、
特
に
「
当
事
者
以
外
の
第
三
者
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
、
な
い
し
一
般
的
公
共
的
利
益
に
関
わ
る
問
題
を
提
起
す

る
か
否
か

、

事
実
、
法
的
争
点
、
救
済
方
法
、
関
係
す
る
手
続
の
複
雑
性
」
な
ど
を
基
準
に
し
て
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
カ
ウ
ン

テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
事
件
を
移
送
す
る
権
限
を
有
す
る
と
さ

18
れ
た
。
さ
ら
に
、p

rim
a
fa
cie
ru
le

と
し
て
、
概
略
、
請
求
金

額
が
五
万
ポ
ン
ド
（
約
一
千
万
円
）
超
の
事
件
（
但
し
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の

19
事
件
お
よ
び
争
い
の
あ
る
遺
言
検
認
手
続
は
別
扱
い
）
は
ハ

イ
・
コ
ー
ト
で
原
則
と
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、
請
求
金
額
が
二
万
五
千
ポ
ン
ド
未
満
の
事
件
は
、
カ
ウ

ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
で
、
両
者
の
中
間
の
請
求
金
額
の
事
件
は
、
二
つ
の
コ
ー
ト
の
間
で
弾
力
的
に
振
り
分
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ

20
れ
た
。
提
訴
後
も
、
こ
の
指
針
に
し
た
が
っ
て
事
件
の
移
送
が
行
わ
れ
る
の
で
、
当
事
者
の
法
廷
選
択
も
、
こ
の
振
り
分
け
政
策
に
留

意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
人
身
傷
害p

erso
n
a
l
in
ju
ry

事
件
に
つ
い
て
は
、
請
求
金
額
が
五
万
ポ
ン
ド
を
超
え
な
い
限
り
カ

ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
提
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら

21
な
い
。

ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
担
当
事
件
を
重
要
性
・
複
雑
性
と
金
額
に
基
づ
い
て
絞
り
込
む
政
策
は
、
限
ら
れ
た
人
的
・
物
的
リ
ソ
ー
ス
の
有

効
利
用
と
い
う
、
今
日
容
易
に
受
容
さ
れ
や
す
い
経
済
論
理
親
和
的
な
論
拠
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い

22
る
が
、
能
力
・
権
力
・
威
信

に
お
い
て
上
位
の
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
の
持
っ
て
い
る
少
数
精
鋭
エ
リ
ー
ト
（
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
は
一
〇
〇

名
弱
に
す
ぎ
な
い
）
と
し
て
の
権
威
を
維
持
し
続
け
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
構
成
を
制
御
す
る
（
そ
れ
を
通
じ
て
法
そ
の
も
の

を
制
御
す
る
）
と
い
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
全
体
社
会
的
秩
序
状
況
を
左
右
す
る
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
同
時
に
、
ハ
イ
・

コ
ー
ト
で
法
廷
弁
論
権
を
行
使
す
る
バ
リ
ス
タ
（
お
よ
び
少
数
の
ソ
リ
シ
タ
）
の
権
威
・
威
信
・
収
入
を
維
持
・
確
保
し
、
優
秀
な
人

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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材
を
集
め
続
け
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
加
え
て
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
も
リ
ー
ガ
ル
・
エ
イ
ド
が
付
与
さ
れ
て

い
る
事
件
が
多
く
、
事
件
を
絞
る
こ
と
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
高
額
な
弁
護
士
報
酬
が
国
家
財
政
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
で
、
政
策
当
局
に
と
っ
て
、
よ
り
コ
ス
ト
の
安
い
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
へ
の
事
件
の
振

り
分
け
と
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
扱
う
事
件
を
少
数
の
重
要
な
も
の
（
高
額
性
、
法
的
重
要
性
、
政
治
的
・
社
会
的
重
要
性
な
ど
に
基
づ
く
）

に
絞
り
込
む
方
向
に
力
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
焦
点
は
、
制
度
的
合
理
性
とp

u
b
lic
in
terest

を
論
拠
と
す
る
議
論
を
前
に
し

て
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
が
歴
史
的
沿
革
に
基
づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
既
得
権
を
守
り
な
が
ら
、
公
共
性
の
見
地
か
ら
の
合
理
化
要
求

を
、
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
る
か
に
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
、
様
々
な
事
件
を
管
轄
し
て
い
る
。
重
要
な
も
の
と
し
て
は
、
離
婚
、
家
庭
内
の
暴
力
、

子
供
に
関
係
す
る
諸
問
題
を
扱
っ
て
お
り
（
他
の
裁
判
所
と
競
合

23
す
る

、
ま
た
、
一
部
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
で
は
、
一
定
の
破
産

事
件
・
商
事
事
件
そ
の
ほ
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
法
官
の
指
定
に
基
づ
い
て
管
轄
し
て

24
い
る
。

さ
ら
に
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
少
額
請
求
手
続
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
三
年
に
、A

d
m
in
istra

-

tio
n
o
f
Ju
stice

A
ct
1973

に
よ
り
導
入
さ
れ
、
当
初
は
七
五
ポ
ン
ド
を
上
限
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
引
き
上
げ
が
続
き
、
一
九
九

一
年
に
は
千
ポ
ン
ド
が
上
限
と
な

25
っ
た
。
そ
の
後
、
大
幅
な
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ル
フ
卿
に
よ

る
民
事
司
法
改
革
の
た
め
の
中
間
報
告
書
公
表
直
後
の
一
九
九
六
年
一
月
か
ら
、
他
の
改
革
に
先
が
け
、
人
身
傷
害
を
除
く
少
額
手
続

の
上
限
が
三
千
ポ
ン
ド
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
人
身
傷
害
事
件
は
千
ポ
ン
ド
の
ま
ま
据
え

26
置
き

。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
民
事
訴
訟
規

則
が
施
行
さ
れ
た
一
九
九
九
年
四
月
以
降
、
五
千
ポ
ン
ド
（
約
一
〇
〇
万
円
）
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
カ
ウ

ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
審
理
件
数
（
懈
怠
判
決d

efa
u
lt

27

ju
d
g
em
en
t

を
除
く
、
最
終
的
なtria

l

とh
ea
rin
g

に
至
っ
た
事
件
数
）
に
占
め
る

少
額
請
求
事
件
の
比
率
が
急
速
に
上
昇
し
、
過
半
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
か
つ
て
は
、
通
常
事
件
の
ト
ラ
イ
ア
ル
件
数
が
多
数
を
占

め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
地
味
な
現
象
で
は
あ
る
が
、

静
か
な
革
命
」

ボ
ー
ル
ド
ゥ

28
イ
ン
）
と

立教法学 60号（2002)
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評
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

ウ
ル
フ
報
告
書
を
受
け
た
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
の
民
事
訴
訟
規
則
（C
iv
il
P
ro
ced
u
re
R
u
les
1998

）
の
施
行
に
伴
い
、
三
つ
の

ト
ラ
ッ
ク
（
少
額
請
求
ト
ラ
ッ
クsm

a
ll
cla
im
s
tra
ck

、
迅
速
ト
ラ
ッ
クfa

st
tra
ck

、
マ
ル
チ
・
ト
ラ
ッ
クm

u
lti
tra
ck

）
が
導
入
さ

29
れ
た
。
三
つ
の
ト
ラ
ッ
ク
間
の
振
り
分
け
は
基
本
的
に
請
求
金
額
に
よ
っ
て
行

30
わ
れ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
請
求
金
額
五
千
ポ
ン
ド

（
人
身
傷
害
事
件
は
千
ポ

31
ン
ド
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
少
額
請
求
ト
ラ
ッ
ク
に
配
分
さ
れ
る
。
そ
の
審
理
は
通
常
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト

で
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
。
迅
速
ト
ラ
ッ
ク
で
は
原
則
と
し
て
請
求
金
額
五
千
ポ
ン
ド
を
超
え
一
万
五
千

ポ
ン
ド
以
下
（
人
身
傷
害
は
千
ポ
ン
ド
超
、
一
万
五
千
ポ
ン
ド

32
以
下
）
で
、
ト
ラ
イ
ア
ル
が
一
日
以
内
（
五
時
間
以
内
）
に
終
了
す
る
見
通

し
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
案
件
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
迅
速
ト
ラ
ッ
ク
に
振
り
分
け
ら
れ
た
事
件
の
ト
ラ
イ
ア
ル
も
、
通

常
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
で
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
ま
た
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
以
上
二
つ
の

ト
ラ
ッ
ク
に
配
分
さ
れ
な
い
事
件
は
マ
ル
テ
ィ
・
ト
ラ
ッ
ク
で
扱
わ
れ
る
。
民
事
訴
訟
規
則
と
そ
れ
を
受
け
たP

ra
ctice

D
irectio

n

は
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
開
始
さ
れ
る
事
件
を
絞
り
、
原
則
と
し
て
、
一
般
の
事
件
に
つ
い
て
請
求
金
額
一
万
五
千
ポ
ン
ド
以
上
（
人
身
傷

害
請
求
事
件
に
つ
い
て
は
五
万
ポ
ン
ド
以
上
）
に
限
る
と

33
し
た
。
加
え
て
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
中
で
も
、
ロ
ン
ド
ン
のR

o
y
a
l
C
o
u
rts

o
f
Ju
stice

で
は
、
原
則
と
し
て
請
求
金
額
五
万
ポ
ン
ド
以
上
の
案
件
の
み
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
満
た
な
い
請
求
金
額
の

事
件
が
提
訴
さ
れ
た
場
合
は
他
の
裁
判
所
に
移
送
さ

34
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お
よ
び
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法

以
降
採
用
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
・
コ
ー
ト
が
扱
う
事
件
を
絞
り
込
む
政
策
は
、
一
九
九
九
年
以
降
、
よ
り
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
既
に
わ
が
国
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

35
る
が
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
を
わ
が
国
の
簡
易
裁
判
所
と
の
類
推

で
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
階
級
的
支
配
お
よ
び
職
業
的
既
得
権
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
『
法
社
会
学
』

で
分
析
し
た

36

S
p
o
rtelin

teresse

）
と
、
公
共
的
合
理
性
お
よ
び
市
民
の
ア
ク
セ
ス
保
障
と
い
う
理
念
と
の
妥
協
の
産
物
と
し
て
見
る

べ
き
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
相
対
的
に
少
額
な
い
し
重
要
度
の
低
い
事
件
を
大
量
に
処
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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２

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
、
近
年
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
減
少
を
続
け
て
い
る
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト

が
創
設
さ
れ
た
一
九
世
紀
半
ば
に
は
、
約
五
〇
〇
存
在
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
現
在
二
二
二
に
減
少
し
て
い
る
。
一
九
九
五
年
は
二
四

三
、
一
九
九
八
年
は
二
三
三
、
一
九
九
九
年
は
二
二
六
だ
っ
た
の
で

37
あ
り
、
統
廃
合
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

事
件
数
の
少
な
い
裁
判
所
は
、
コ
ス
ト
・
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
み
を
基
準
に
見
れ
ば
、
非
効
率
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
公

務
サ
ー
ビ
ス
合
理
化
政
策
の
も
と
で
は
統
廃
合
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
当
然
、
当
該
エ
リ
ア
の
人
々
に
と
っ

て
利
用
条
件
が
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
原
告
は
、
金
銭
訴
訟
で
は
、
ど
こ
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
提
訴
し
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
こ
と
（
被
告
が
争
え
ば
被
告
の
住
所
地
へ

38
移
送

、
ま
た
、
金
融
機
関
等
大
口
顧
客
は
、
以
下
で
述
べ
る
ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

C
la
im
s
P
ro
d
u
ctio
n
C
en
tre

を
利
用
で
き
る
点
を

慮
す
る
と
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
統
廃
合

は
、
一
般
市
民
、
特
に
被
告
のa

ccess
to
ju
stice

に
不
利
に
作
用
す
る
。
公
共
交
通
機
関
の
便
の
悪
い
地
方
で
は
、
問
題
は
深
刻
で

あ
る
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
貧
し
い
者
、
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
者
、
シ
ン
グ
ル
・
ペ
ア
レ
ン
ト
な
ど
に
と
っ
て
、
最
も
近
い
カ
ウ
ン

テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
行
く
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
て

39
い
る
。
被
告
、
特
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て

い
る
者
や
貧
困
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
深
刻
で
あ
る
。
保
守
党
政
権
以
来
、
現
労
働
党
政
権
も
維
持
し
て
い
る
司
法
効
率
化
政
策

は
、
数
値
目
標
に
基
づ
く
コ
ス
ト
削
減
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
統
廃
合
は
さ
ら
に
続
く
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
一
月
にC

o
u
rt
S
erv
ice

が
公
表
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー

M
o
d
ern
isin
g
th
e
C
iv
il

C
o
u
rts

は
、
効
率
化
の
推
進
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
裁
判
所
組
織
改
編
を
提
案
し
て

40
い
る
。

こ
れ
は
、
現
場
のfro

n
t
o
ffice

と
事
務
処
理
を
担
当
す
るb

a
ck
o
ffice

を
分
離
し
、
後
者
を
中
央
集
権
化
す
る
と
と
も
に
、
両
者

を
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
結
び
、
効
率
的
な
業
務
処
理
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
携
帯
端
末
を
職
員
が
持
ち
、C

iti-

zen
s
A
d
v
ice

41

B
u
rea
u

に
出
張
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
、
建
物
を
ベ
ー
ス
に
し
た
裁
判
所
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
い
う
伝
統
的
発
想
自
体
を
見
直
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
コ
ス
ト
の
膨
大
な
建
物
自
体
を
売
却
し
て
い
く
方
向
が
示
さ
れ
て
い

立教法学 60号（2002)
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る
。
効
率
化
とa

ccess
to
ju
stice

の
確
保
・
拡
大
と
い
う
基
本
的
に
両
立
し
に
く
い
二
つ
の
政
策
目
標
を
、
現
実
に
ど
の
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
く
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

３

最
後
に
、
簡
単
に
裁
判
官
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
そ
れ
よ
り
上
位
の
裁
判
所
の
裁

42
判
官
は
、
一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お
よ
び
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
以
前
は
バ
リ

ス
タ
が
独
占
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
、
依
然
と
し
て
ほ
と
ん
ど
全
員
が
バ
リ
ス
タ
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ハ

イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
九

43
六
名
中
ソ
リ
シ
タ
は
一
名
に
過
ぎ

44

な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
、
も
う
一
名
ソ
リ
シ
タ

か
ら
任
命
さ

45
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
現
在
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
一
〇
五
名
、
う
ち
、
ソ
リ
シ
タ
出
身
は
二
名
、
ハ

イ
・
コ
ー
ト
よ
り
上
位
の
裁
判
所
の
裁

46
判
官
合
計
数
は
五
二
名
で
全
て
バ
リ
ス
タ
出
身
で

47
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
関
わ
る
主
要
な
フ
ル
タ
イ
ム
の
裁
判
官
と
し
て
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジcir-

cu
it
ju
d
g
e

と
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジd

istrict
ju
d
g
e

が

48
あ
る
。
前
者
は
、
女
王
が
任

49
命
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル

ズ
内
の
六
つ
の
サ
ー
キ

50
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
に
所
属
、
そ
の
サ
ー
キ
ッ
ト
内
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
と
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
ー
ト
（
刑
事
）

の
事
件
を
担
当

51
す
る
。
大
法
官
は
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
各
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
に
つ
き
、
一
人
以
上
の
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ

を
割
り
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（C

o
u
n
ty
C
o
u
rts
A
ct
1984,

52

S
.5

（1

。
ま
た
大
法
官
の
要
請
に
よ
り
ハ

イ
・
コ
ー
ト
で
民
事
裁
判
を
担
当
す
る
こ
と
も

53
あ
る
。
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
よ
り
上
位
に
置
か
れ
、
そ
の
大
部
分
は
バ
リ
ス

タ
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
現
在
、
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
五
六
九
名
、
う
ち
ソ
リ
シ
タ
出
身
は
八
一
名
（
一
四
・
二
％
）

に
と
ど
ま
っ
て

54
い
る
。

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
以
前
は
、
レ
ジ
ス
ト
ラ
ー

reg
istra

r

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
（ju

d
g
e

の
名
称
を
与
え
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
仕
事
の
内
容
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
下
位
者
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
た

、
一
九
八
〇
年
代
後
半

のC
iv
il
Ju
stice

R
ev
iew

の
報
告
書
で
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
管
轄
の
拡
大
、
少
額
請
求
手
続
の
事
物
管
轄
の
引
き
上
げ
な
ど

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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と
と
も
に
、
レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
にju

d
g
e

の
名
称
を
与
え
権
限
を
拡
大
す
る
提
案
が
な
さ

55
れ
た
の
を
受
け
て
、
一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お

よ
び
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
り
名
称
が
改
め
ら

56
れ
た
。
一
九
九
〇
年
法
制
定
ま
で
は
全
員
ソ
リ
シ
タ
だ
っ
た
が
、
改
革
に
よ

り
、
バ
リ
ス
タ
そ
の
他
か
ら
も
任
命
の
機
会
が
開
か
れ
た
。
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
主
と
し
て
ソ
リ
シ
タ
の
領
分
で

57
あ
る
。
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
異
な
り
大
法
官
が
任
命
権
者
で

58
あ
り
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
中
間
手
続

の
大
部
分
と
、
少
額
請
求
ト
ラ
ッ
ク
の
事
案
の
大
部
分
を
担
当
し
、
一
万
五
千
ポ
ン
ド
以
下
の
事
件
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
担
当
す
る
権
限

も
持
っ
て

59
い
る
。
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
現
在
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
四
一
九
名
、
う
ち
ソ
リ
シ
タ
出
身
が
三
九
五
名
（
九

四
・
三
％

、
バ
リ
ス
タ
出
身
は
二
四
名
に
す
ぎ

60
な
い
。

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
で
は
、
そ
の
ほ
か
、
リ
コ
ー
ダ

reco
rd
er

（
限
定
期
間
任
用
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
﹇
非
常
勤
﹈
裁
判
官
で
、
バ
リ

ス
タ
ま
た
は
ソ
リ
シ
タ
か
ら
選
任
、
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
ー
ト
の
刑
事
事
件
も

61
担
当
）
や
、d

ep
u
ty
circu

it
ju
d
g
e

、a
ssista

n
t
reco

rd
er

が

関
わ
る
こ
と
が

62
あ
る
。
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
、
リ
コ
ー
ダ
、
お
よ
び
そ
のd

ep
u
ty

に
呼
び
か
け
る
時
は

‘Y
o
u
r
H
o
n
o
u
r’

、

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
呼
び
か
け
る
と
き
は

‘S
ir’

ま
た
は

‘M
a
d
a
m
’

を
用
い
る
の
が
正
し
い
と
さ
れ
て

63
お
り
、
階
級
的

区
別
の
残
存
を
依
然
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
が
ハ
イ
・
コ
ー
ト
よ
り
司
法
部
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
お
い
て
劣
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
カ
ウ
ン

テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
内
部
で
も
階
級
的
区
別
が
明
確
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て

64
い
る
。
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
裁
判
官
職
と
、
そ

こ
で
の
法
廷
弁
論
権rig

h
ts
o
f
a
u
d
ien
ce

は
、
一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お
よ
び
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
制
定
ま
で
歴
史
的
に
バ
リ

ス
タ
が
独
占
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
階
層
と
し
て
の
威
信
、
権
力
・
影
響
力
を
基
礎
づ
け
る
と
と
も
に
、
法
廷
弁
論
権
は
各

チ
ェ
イ
ン
バ
ー
（
バ
リ
ス
タ
の
オ
フ

65
ィ
ス
）
と
そ
こ
に
所
属
す
る
バ
リ
ス
タ
の
経
済
的
利
益
の
源
泉
で
、
何
世
紀
も
の
間
維
持
さ
れ
て

き
た
既
得
権
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
裁
判
所
は
、
基
本
的
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
を
含
め
、
手
続
法
も
別
個
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
不
親
切
で
合
理
性
に
欠
け
る
面
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
古
く
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
カ
ウ
ン

立教法学 60号（2002)
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テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
統
合
が
制
度
的
合
理
性
の
見
地
か
ら
議
論
さ
れ
て
き

66
た
が
、
ウ
ル
フ
改
革
に
お
い
て
も
、
手
続
の
統
一
化
の
み
に
と

ど
ま
り
（
但
し
、
ロ
ン
ド
ン
以
外
で
は
統
一
的
に
管
理
・
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

、
中
核
的
事
物
管
轄
は
基
本
的
に
一
致

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
自
体
の
統
合
は
退
け
ら
れ
た
の
で

67
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
の
二
分
制
廃
止
論
・
統
合
論
と
も
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
折
に
触
れ
て
廃
止
論
が
議

論
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
二
分
制
が
廃
止
さ
れ
る
気
配
は

68
な
い
。
ソ
リ
シ
タ
は
、
シ
テ
ィ
の
大
規
模
フ
ァ
ー
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
企

業
法
務
分
野
で
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
高
収
入
と
そ
れ
な
り
の
威
信
を
享
受
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
若
い
ソ
リ
シ

タ
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企
業
法
務
専
門
事
務
所
で
雇
用
さ
れ
れ
ば
、
極
め
て
高
額
の
所
得
が
す
ぐ
に
得
ら
れ
る
。
他
方
、
バ
リ
ス
タ

は
、
チ
ェ
イ
ン
バ
ー
で
実
務
修
習
を
す
る
た
め
の
空
席
が
不
足
気
味
で
あ
り
、
資
格
を
得
て
か
ら
も
チ
ェ
イ
ン
バ
ー
で
テ
ナ
ン
シ
ー
を

得
る
の
が
難

69
し
く
、
リ
ー
ガ
ル
・
エ
イ
ド
に
依
存
し
所
得
の
低
い
バ
リ
ス
タ
も
少
な
く
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

Q
u
een
’s
C
o
u
n
sel

や
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
な
っ
た
エ
リ
ー
ト
は
と
も
か
く
、
バ
リ
ス
タ
が
、
全
体
と
し
て
相
対
的
に
威
信

を
低
下
さ
せ
、
他
方
、
ソ
リ
シ
タ
も
優
秀
な
者
を
集
め
、
威
信
を
相
対
的
に
高
め
て
い
く
傾
向
を
生
ん
で
い
る
。
制
度
的
に
も
、
近
年

両
者
の
差
異
を
平
準
化
す
る
方
向
で
の
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
と
の
間
の
伝
統
的
な
格
差
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
両
者
の
業
務
分
野
は
競
合
・
競
争
の
傾
向
を

70
強
め
、
い
わ
ば
水
平
化
の
方
向
へ
力
が
作
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、
威
信
・
影
響
力
・
権
力
に
お
け
る
、
あ
る
局
面
で
は
微
妙
な
、
あ
る
局
面
で
は
明
確
な
上
下
関
係
が
残
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
の
裁
判
所
お
よ
び
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
以
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ

う
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
事
件
数
の
急
増
、
高
コ
ス
ト
、
遅
延
と
い
う
問
題
に
対
処
す
る
と
い
う
緊
急
の
課
題
を
解
決
す
る
場

面
で
、
制
度
的
合
理
化
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
陰
で
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
バ
リ
ス
タ
の
威
信
・
権
力
・
影
響
力
を
維
持
し
、
バ
リ
ス
タ
の
既

得
権
を
基
本
的
に
守
り
な
が
ら
、
上
昇
す
る
ソ
リ
シ
タ
に
対
し
一
定
の
譲
歩
を
示
し
、
手
続
法
を
統
一
し
つ
つ
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
に
は

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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重
要
な
い
し
複
雑
な
事
件
お
よ
び
請
求
金
額
の
大
き
い
事
件
を
主
に
扱
わ
せ
、
そ
の
他
の
事
件
を
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
扱
わ
せ
る

と
い
う
基
本
方
針
を
追
求
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

近
年
の
制
度
改
革
の
構
図

１

次
に
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
以
来
の
一
連
の
民
事
司
法
制
度
改
革
を
規
定
し
て
い
る
諸
要
因
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

最
も
根
本
的
な
社
会
的
・
政
治
的
文
脈
と
し
て
、
第
一
に
、
法
務
サ
ー
ビ
ス
に
と
ど
ま
ら
な
い
公
務
サ
ー
ビ
ス
一
般
に
対
す
る
と
ら

え
方
の
変
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
以
来
、
福
祉
国
家
解
体
政
策
が
展
開
さ
れ
る
過
程
で
、
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
的
効

率
化
と
、
公
務
サ
ー
ビ
ス
消
費
者
と
し
て
の
利
用
者
の
利
益
の
尊
重
が
、
裁
判
所
と
弁
護
士
の
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
も
政
府
の

政
策
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
特
権
的
階
層
と
し
て
の
弁
護
士
に
対
す
る
批
判
的
風
潮
と
既
得
権
へ
の
攻
撃
・
競
争
促
進

政
策
の
展
開
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
既
に
別
稿
で
簡
単
に
示

71
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
・
政
治
的
変
化
を
背
景
と
し
て
、
第
三
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
裁
判
実
務
が
従
来
よ
り
か
か
え
て
い
た

三
つ
の
問
題
（
コ
ス
ト
、
遅
延
、
複

72
雑
性
）
が
も
は
や
抜
本
的
改
革
な
く
し
て
は
対
応
し
え
な
い
状
況
に
至
っ
た
と
い
う
認
識
が
関
係

者
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
が
、
一
連
の
民
事
司
法
改
革
を
実
現
さ
せ
た
直
接
的
要
因
で
あ
る
。
特
に
、
後
に
詳
し
く
見
る
一
九
九
〇
年
前

後
に
お
け
る
民
事
訴
訟
新
受
件
数
の
急
増
は
、
対
応
能
力
の
限
界
に
近
づ
い
た
危
機
的
状
況
を
関
係
者
に
意
識
さ
せ
、
抜
本
的
な
改
革

へ
の
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

そ
も
そ
も
ソ
リ
シ
タ
お
よ
び
バ
リ
ス
タ
の
報
酬
が
、
事
案
の
経
済
的
価
値
と
は
原
理
的
に
切
り
離
さ
れ
た
、
投
入
時
間
（
タ
イ
ム

チ
ャ
ー
ジ＝

ソ
リ
シ
タ
の
場
合
）
あ
る
い
は
出
廷
日
数
や
事
案
の
複
雑
性
（
バ
リ
ス
タ
の
場
合
）
を
基
礎
に
計
算
さ
れ
る
の
が
通
例
（
但

し
バ
リ
ス
タ
も
近
年
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ジ
に
よ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
）
な

73
た
め
、
係
争
金
額
と
関
わ
り
な
く
、
弁
護
士
費
用
が
著
し
く
高

価
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
係
争
金
額
を
は
る
か
に
上
回
る
弁
護
士
費
用
が
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

74
な
く
、
こ
う
し
た
制
度
の
不

立教法学 60号（2002)
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条
理
さ
、
不
当
性
を
公
然
た
る
も
の
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
徹
底
的
な
当
事
者
主
義
の
も
と
で
、
双
方
の
弁
護
士
に
よ
る
些
末
な
論
点

に
関
す
る
技
術
的
な
争
い
が
横
行

75
す
る
。
こ
れ
に
は
、
弁
護
士
過
誤
の
責
任
追
及
を
お
そ
れ
る
た
め
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
手
続
を
尽
く

し
て
い
る
と
い
う
面
も
あ
る
も

76
の
の
、
訴
訟
費
用
（
相
手
方
の
弁
護
士
報
酬
を
含
む
）
敗
訴
者
負
担
原
則
の
も
と
で
は
、
ひ
と
た
び
訴
訟

手
続
が
開
始
し
、
一
定
の
資
金
投
入
が
な
さ
れ
た
場
合
、
勝
訴
す
る
た
め
に
徹
底
的
に
争
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
る
た
め
、
投

入
資
源
・
時
間
が
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
膨
れ
上
が
る
と
い
う
要
素
が
大

77
き
い
。
か
つ
、
そ
れ
が
自
動
的
に
弁
護
士
費
用
合
計
額
の
上
昇＝

弁
護
士
の
収
入
増
に
直
結
す
る
事
態
は
、
前
記
の
公
務
サ
ー
ビ
ス
観
念
の
根
本
的
転
換
と
法
曹
批
判
・
攻
撃
の
世
論
の
も
と
で
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
は
体
制
の
根
幹
に
位
置
す
る
司
法
の
正
統
性
の
動
揺
す
ら
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

特
に
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
民
事
訴
訟
に
要
す
る
時
間
と
コ
ス
ト
は
、
超
巨
大
企
業
に
と
っ
て
す
ら
耐
え
難
く
な
り
、
シ
テ
ィ
を
代
表

と
す
る
経
済
界
、
す
な
わ
ち
バ
リ
ス
タ
・
ソ
リ
シ
タ
の
エ
リ
ー
ト
層
の
有
力
な
依
頼
者
の
強
い
不
満
を
生
み
、
紛
争
処
理
の
場
を
ロ
ン

ド
ン
か
ら
海
外
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ほ
か
）
に
移
す
動
き
を
招
き
か
ね
な
い
程
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ウ
ル
フ
卿
も
明
確
に
意
識
し
て
い

た
と

78
さ
れ
、
一
般
に
、
法
曹
指
導
部
に
と
っ
て
深
刻
な
事
態
と
し
て
認
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
て
、
効
率
的
な
司
法
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
国
際
競
争
力
を
維

持
・
強
化
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
曹
エ
リ
ー
ト
層
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
連
合
王
国
の
経
済
界
に

と
っ
て
も
重
要
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て

79
お
り
、
そ
の
こ
と
も
、
ウ
ル
フ
卿
に
よ
る
民
事
手
続
改
革
の
背
後
に
作
用
し
て
い
た
要
因

で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
最
終
報
告
書
で
示
唆
さ
れ
て

80
い
る
。

事
件
数
の
増
大
と
コ
ス
ト
増
へ
の
対
応
と
し
て
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
事
物
管
轄
の
拡
大
、
そ
れ
に
よ
る
ハ
イ
・
コ
ー
ト
か
ら

の
事
件
の
振
り
分
け
、
裏
か
ら
見
れ
ば
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
に
は
、
請
求
金
額
の
非
常
に
大
き
い
事
件
や
、
法
律
的
、
あ
る
い
は
、
社
会

的
・
政
治
的
に
重
要
な
事
件
ま
た
は
複
雑
な
事
件
を
扱
わ
せ
る
政
策
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
背
後
に
あ
る
。

こ
う
し
た
構
図
の
も
と
で
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
、
既
に
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
消
費
者
信
用
の
膨
張
等
に
由
来
す
る
少
額
債
権
取
立
訴
訟
の
増
大
に
直

面
し
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
少
額
債
権
取
立
訴
訟
の
増
大
へ
の
対
応
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
、
二
つ
の
改
革
が
行
わ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
量
の
請
求
事
件
を
恒
常
的
に
抱
え
る
大
口
顧
客
に
対
す
る
特
別
の
制
度
と
し
て
、
ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
・
バ
ル
ク
・
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
は
、
一
九
九
〇
年
一
月
に
ノ
ー
ザ
ン
プ
ト
ン
に
設
置
さ
れ
、
年
に
千
件
以
上
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
訴
訟
提
起
す
る
大
口
顧
客

に
対
し
て
、
磁
気
メ
デ
ィ
ア
で
の
自
動
処
理
を
行
っ
て

81
い
る
。
訴
状
提
出
後
き
わ
め
て
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て

82
い
る
。
大
口
顧
客
は
、
銀
行
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
、
通
信
販
売
会
社
、
電
話
・
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
会
社
な
ど
で
あ
る
。
カ
ウ

ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
全
新
受
件
数
の
半
分
程
度
は
、
ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
提
訴
さ
れ
て

83
い
る
。
カ

ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
・
バ
ル
ク
・
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
二
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、
や
は
り
、
大
口
顧
客
の
金
銭
債
権
回
収
訴
訟
に
つ

い
て
、
懈
怠
判
決
や
執
行
手
続
き
を
大
量
に
扱
っ
て

84
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ノ
ー
ザ
ン
プ
ト
ン
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
併
設

さ
れ
て
お
り
、
ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
た
事
件
の
八
四
％
を
処
理
し
て

85
い
る
。

従
来
か
ら
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
案
件
の
中
核
で
あ
る
少
額
債
権
取
立
訴
訟
の
処
理
に
加
え
て
、
一
九
九
〇
年
法
に
よ
っ
て
、
ハ

イ
・
コ
ー
ト
か
ら
相
対
的
に
重
要
度
の
低
い
事
件
を
回
さ
れ
る
い
わ
ば
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
位
置
づ
け
を
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
事
実
上

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
一
般
市
民
に
最
も
身
近
な
裁
判
所
と
し
て
の
公
式
的
理
念
は
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
へ
の
市

民
の
ア
ク
セ
ス
保
障
と
い
う
論
点
を
当
局
に
無
視
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
先
に
述
べ
た
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
少
額
請
求
手
続
の

拡
充
は
、
そ
う
し
た
一
般
市
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
と
い
う
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
額
請
求
手
続
の
案

件
で
は
弁
護
士
費
用
が
原
則
と
し
て
訴
訟
費
用
と
な
ら
な
い
（
し
た
が
っ
て
敗
訴
者
負
担
と
な
ら

86
な
い
）
た
め
、
本
人
訴
訟
を
促
す
効
果

を

87
も
ち
、
か
つ
原
則
と
し
て
法
律
扶
助
の
対
象
と
な
ら
な
い

88
た
め
、
公
的
資
金
の
必
要
投
入
額
は
相
対
的
に
少
な
い
と
い
う
側
面
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
政
府
に
と
っ
て
少
額
請
求
手
続
の
事
物
管
轄
の
引
き
上
げ
は
魅
力
的
で

89
あ
り
、
そ
れ
は
、
単
に
市
民

立教法学 60号（2002)
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の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
中
で
、
相
対
的
に
安
価
な
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
さ

ら
に
設
け
た
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
わ
が
国
と
異
な
っ
て
事
業
者
原
告
の
利
用
制
限
が
課
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
後
者
の
要
素
が
よ
り

強
い
結
果
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
九
九
五
年
に
事
物
管
轄
の
上
限
が
三
千
ポ
ン
ド
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
か

ら
は
五
千
ポ
ン
ド
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
立
法
者
の
意
図
と
し
て
、
安
価
な
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
民
事
司
法
制
度
改
革
は
、
裁
判
所
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
し
た
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
経
済
的
な
い

し
法
的
・
社
会
的
・
政
治
的
に
重
要
な
案
件
を
ハ
イ
・
コ
ー
ト
に
集
中
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
案
件
を
原
則
と
し
て
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー

ト
で
扱
わ
せ
る
体
制
を
整
備
し
た
。
次
節
で
み
る
よ
う
に
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
と
も
に
、
一
九
九
〇
年
代
を
通

じ
て
新
受
件
数
（
手
続
開
始
件
数
）
は
減
少
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
最
後
の
年
に
実
現
し
た
二
大
改
革
、
す
な
わ
ち
一
九
九
八
年
民
事

訴
訟
規
則
の
も
と
で
の
裁
判
官
に
よ
る
コ
ス
ト
・
案
件
管
理
の
強
化
と
提
訴
抑
制
政
策
、
お
よ
び
、
一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス

法
に
よ
る
民
事
法
律
扶
助
予
算
の
上
限
設
定
（
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
）
と
厳
格
な
管
理
体
制
の
確
立
は
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
た
上
記
の

政
策
を
集
大
成
し
、
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
果
た
し
て
「
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
が
拡
充
し
て
い
る

の
か
、
貧
困
者
や
少
数
者
、
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
法
律
扶
助
な
く
し
て
は
司
法
利
用
が
事
実
上
困
難
な
中
間
的
所
得
層
に
と
っ

て
、
そ
の
法
的
ニ
ー
ズ
は
適
切
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
か
が
重
要
な
論
点
に
な
る
の
で
あ
る
。

２

最
後
に
、
裁
判
所
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
的
効
率
化
と
い
う
要
因
に
つ
い
て
、
象
徴
的
な
動
き
と
し
て
、C

o
u
rt
S
erv
ice

の
設

立
とC
o
u
rt’s
C
h
a
rter

に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と
、
そ
の
も
と
で
任
命
さ
れ
た
大
法
官
ヘ
イ
ル
シ
ャ
ム
は
、
司
法
部
を
特
別
扱
い
せ
ず
、
他
の
政
府
部
門
と
同
様

に
、
民
間
経
営
手
法
の
導
入
に
よ
る
合
理
化
の
対
象
と

90
し
た
。
以
後
、
労
働
党
政
権
の
今
日
ま
で
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
効
率
化
と

合
理
化
が
様
々
な
局
面
で
追
求
さ
れ
て
い
る
。

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
の
う
ち
、S

u
p
rem
e

91

C
o
u
rt

（
控
訴
裁
判
所C

o
u
rt
o
f
A
p
p
ea
l

、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
、
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
ー
ト
）

と
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
大
法
官
府
の
所
管
で

92
あ
る
。
一
九
九
五
年
四
月
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
業
務
の
運
営
責
任
は
、
新

設
のC

o
u
rt
S
erv
ice

に
移
り
、
大
法
官
府
は
、
基
本
的
に
政
策
決
定
の
責
任
の
み
を
負
う
と
い
う
体
制
に
な

93
っ
た
。
こ
れ
は
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
・
メ
イ
ジ
ャ
ー
両
保
守
党
政
権
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
抜
本
的
な
公
務
員
制
度
改
革
の
一
環
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
公
務

サ
ー
ビ
ス
全
般
で
一
九
八
〇
年
代
以
来
押
し
進
め
ら
れ
て
い
る
効
率
化
、
市
場
原
理
導
入
、
行
政
管
理
革
命
が
、
裁
判
所
の
分
野
で
も

実
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

94
い
る
。

C
o
u
rt
S
erv
ice

はex
ecu
tiv
e
a
g
en
cy

で
あ
る
。ex

ecu
tiv
e
a
g
en
cy

と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
首

相
就
任
直
後
、
行
政
改
革
の
分
野
でN

ew
R
ig
h
t

の
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
断
固
と
し
て
実
行
に
移
し
、
小
さ
な
政
府
を
実
現
す

る
た
めE

fficien
cy

U
n
it

な
る
も
の
を
設

95
立
し
、
効
率
化
、
不
要
な
業
務
の
削
減
を
追
求
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
八
年
に
、

E
fficien

cy
U
n
it

は
極
め
て
ラ
ジ
カ
ル
な
改
革
を
提
言
す
る
報
告
書Im

provin
g
M
an
agem

en
t
in
G
overn

m
en
t ：
T
h
e
N
ext

S
teps.

R
eport

to
th
e
P
rim
e
M
in
ister

を
公
表
し
た
。ex

ecu
tiv
e
a
g
en
cy

は
、
こ
の
報
告
書
で
導
入
が
提
唱
さ
れ
た
機
関
で

96
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
政
策P

o
licy

と
執
行
・
管
理M

a
n
a
g
em
en
t

の
切
り
離
し
を
提
言
し
、
政
府
（
各
省
庁
）
が
決
定
し
た
政

策
の
執
行
は
、
分
離
・
独
立
し
た
管
理
組
織
が
、
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
た
コ
ス
ト
と
成
果
目
標p

erfo
rm
a
n
ce
ta
rg
ets

の
も
と

で
、
担
当
す
る
と
い
う
原
則
を
提
示
し
た
。
分
離
独
立
し
た
執
行
・
管
理
を
実
現
す
る
た
め
に
二
つ
の
手
段
の
導
入
が
示
さ
れ
、
そ
の

一
つ
がex
ecu
tiv
e
a
g
en
cy

で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
契
約
の
多
用
、
す
な
わ
ち
、
行
政
機
関
間
、
行
政
機
関
と
民
間
セ
ク
タ
ー
間
で

期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
を
締
結
さ
せ
、
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
追
求
す
る
と
い
う
も
の
で

97
あ
る
。
い
ず
れ
も
民
間
企
業
の
経
営

技
術
・
エ
ト
ス
を
公
務
サ
ー
ビ
ス
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
。
政
府
は
こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
次
々
にex

ecu
tiv
e

a
g
en
cy

を
設
立
し
、
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
も
こ
の
方
針
を
継
承
、
一
九
九
九
年
に
はex

ecu
tiv
e
a
g
en
cy

の
数
は
一
四
〇
を
超
え
、

国
家
公
務
員
の
七
五
％
以
上
を
カ
バ
ー
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

立教法学 60号（2002)
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こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
心
は
、
効
率
化
、
経
費
の
削
減
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
公
務
サ
ー
ビ
ス
利
用
者＝

国
民
を
消
費
者
と
し
て
位

置
づ
け
、
公
務
サ
ー
ビ
ス
は
、
消
費
者
を
最
大
限
満
足
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
念
を
浸
透
さ
せ
（v

a
lu
e
fo
r

m
o
n
ey

の
強
調

、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
一
定
期
間
内
に
達
成
し
た
か
否
か
を
厳
し
く
監
査
し
、
公
表
す
る
と
い

う
手
法
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
医
療
、
教
育
（
大
学
を
含
む
）
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、

98
別
稿
で
示
し
た
リ
ー
ガ
ル

エ
イ
ド
、
さ
ら
に
本
稿
が
扱
う
裁
判
所
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
、
こ
の
手
法
は
及
ん
で
い
る
。

一
九
九
一
年
に
メ
イ
ジ
ャ
ー
政
権
が
導
入
し
たC
itizen

’s
C
h
a
rter

は
、
こ
の
思
想
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
高
め
る
た
め
に
公
共
部
門
が
実
現
す
べ
き
基
本
原
理
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
原
則
を
示

99
し
た
。
市
民
が
期
待
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
基
準
を
明
確
に
定
め
、
こ
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
実
際
に
行
わ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
（
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
定
期
的
に
公
表
す
る

こ
と
、
正
確
で
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
コ
ス
ト
、
実
績
、
責
任
者
に
つ
い
て
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
、
消
費
者
と

し
て
の
利
用
者
に
よ
る
選
択
を
で
き
る
限
り
可
能
に
す
る
こ
と
、
利
用
者
と
定
期
的
に
協
議
し
、
そ
の
意
見
を
最
終
的
な
決
定
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
、
丁
寧
で
親
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
全
て
の
人
に
平
等
に
提
供
す
る
こ
と
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、
謝
罪
と
完
全
な
説

明
、
迅
速
で
効
果
的
な
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
独
立
し
た
審
査
機
関
を
伴
う
、
利
用
し
や
す
い
苦
情
処
理
手
続
を
設
け
周
知
さ
せ
る

こ
と
、v

a
lu
e
fo
r
m
o
n
ey

（
具
体
的
に
は
、
国
民
が
提
供
し
う
る
リ
ソ
ー
ス
の
範
囲
内
で
、
効
率
的
・
経
済
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
基
準
に
照
ら
し
て
、
独
立
し
た
監
査
機
関
が
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
中
核
的
要
素
と
す
る
）
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
現
在
、
各
種
公
務
サ
ー
ビ
ス
に
制
度
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
でC

h
a
rter

が
策
定
さ
れ
、
パ
ー

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
と
そ
れ
に
基
づ
く
実
績
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

裁
判
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、C

o
u
rts’

C
h
a
rter

が
制
定
さ
れ
、
定
期
的
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
六
つ
の
キ
ー
・
パ
ー
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
が
設
け
ら
れ
、
大
法
官
府
が
設
定
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
数
値
目
標
）
に
照
ら
し
て
、
ど
の

程
度
成
果
を
あ
げ
て
い
る
か
が
、
定
期
的
に
数
値
を
示
し
て
（
個
々
の
裁
判
所
全
て
に
つ
い
て
も
）
報
告
さ
れ
て
い
る
。
六
つ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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と
は
、
①C

h
a
rter

の
数
値
目
標
の
平

達
成
率
、
②
民
事
法
廷
に
お
け
る
業
務
処
理
の
目
標
日
数
内
達
成
率
、
③
ク
ラ
ウ
ン
・

コ
ー
ト
の
被
告
人
に
関
す
る
公
判
開
始
ま
で
の
所
要
日
数
目
標
達
成
率
、
④
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
ー
ト
に
お
け
る
一
件
あ
た
り
の
ユ
ニ
ッ

ト
・
コ
ス
ト
、
⑤
民
事
法
廷
に
お
け
る
手
続
開
始
に
要
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
・
コ
ス
ト
、
⑥
民
事
法
廷
の
コ
ス
ト
に
占
め
る
、
手
数
料
に

よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
コ
ス
ト
の
比
率
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
以
来
の
公
務
サ
ー
ビ
ス
改
革
に
つ
い
て
は
、
政
策
と
執
行
の
主
体
を
分
離
し
た
結
果
、a

cco
u
n
t-

a
b
ility

の
所
在
を
曖
昧
に
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
効
率
性
の
追
求
、
短
期
間
の
数
値
的
業
績
達
成
へ
の
圧
力
、
民

間
企
業
の
発
想
の
強
調
が
、
終
身
雇
用
に
基
づ
く
公
益
へ
の
奉
仕
と
い
う
伝
統
的
な
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
エ
ト
ス
を
変
容
さ
せ
て
お
り
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
を
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の

満
足
を
第
一
に
重
視
す
る
と
い
う
発
想
は
、
副
作
用
に
留
意
・
対
処
す
る
視
点
を
失
わ
な
い
限
り
価
値
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。保

守
党
政
権
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
の
一
貫
と
し
て
の
大
法
官
府
とC

o
u
rt
S
erv
ice

の
分
離
、
な
ら
び
に
、
後
者
に
お
け
る

民
間
企
業
経
営
手
法
の
導
入
は
、
効
率
化
の
程
度
を
常
に
監
査
す
る
体
制
を
確
立
し
た
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
統
廃
合
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
が
進
め
ら
れ
、
他
方
で
、
民
事
の
裁
判
所
手
数
料
の
引
き
上
げ
、self

fin
a
n
cin
g

化
も
行
わ
れ
た

（fu
ll
co
st
reco

v
ery
reg
im
e

。
こ
の
よ
う
な
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
端
を
発
す
る
新
自
由
主
義
の
理
念
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く

一
連
の
改
革
は
労
働
党
政
権
も
基
本
的
に
継
承
し
て
い
る
。

但
し
、Z

u
ck
erm
a
n

が
強
調
す
る
よ
う
に
、
司
法
コ
ス
ト
高
騰
の
根
底
に
は
、
ソ
リ
シ
タ
と
バ
リ
ス
タ
の
報
酬
制
度
、
す
な
わ
ち

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ジ
制
と
事
件
の
複
雑
性
を
基
準
に
し
た
報
酬
制
度
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
な
い
限
り
根
本
的

な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
報
酬
制
度
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
方
で
過
剰
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
作
り
だ

し
、
業
務
処
理
の
効
率
化
を
妨
げ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
は
、
法
律
家
層
の
経
済
的
利
害
の
根
幹
に
触
れ
る
た
め
、
あ
ま
り

立教法学 60号（2002)
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手
が
着
い
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
民
事
訴
訟
規
則
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
迅
速
ト
ラ
ッ
ク
で
は
、
弁
護
士
報
酬
を
含
め
た

訴
訟
費
用
の
定
額
化
（
但
し
ウ
ル
フ
報
告
書
よ
り
後
退
し
て
、
当
面
、
ト
ラ
イ
ア
ル
段
階
に
限
ら
れ
て
い
る
）
が
め
ざ
さ
れ
、
弁
護
士
業
務

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
効
果
、
影
響
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。

政
治
的
に
手
の
着
け
や
す
い
部
分
か
ら
改
革
の
対
象
に
な
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
に
お
け
る
私
企
業
的
経
営
思
想
の
注
入
と
組
織
改

編
・
合
理
化
が
、
行
政
改
革
と
パ
ラ
レ
ル
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
、
以
上
の
よ
う
な
政
治

的
文
脈
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

1

T
eren

ce
In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n

（B
la
ck
sto
n
e,
2000

,
p
.1,
S
.H
.
B
a
iley

a
n
d
M
.J.
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e

M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n

（S
w
eet
&
M
a
x
w
ell,1996

,p
.85

、
司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』

法
曹
会
、
一

九
九
六
年
）
五
頁
。

2

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
は
、
一
八
四
六
年
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
法
（C

o
u
n
ty
C
o
u
rts

A
ct
1846

）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
創
設
の
背
景
に
つ
い
て
、

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.71,

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,

p
.33

参
照
。

3

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
管
轄
の
基
準
と
な
る
「
請
求
金
額a

m
o
u
n
t
cla
im
ed

」
な
い
し
「
訴
訟
の
価
値th

e
v
a
lu
e
o
f
th
e
a
ctio
n

」
と
は
、
通
常
、
原
告
が
回

復
で
き
る
と
合
理
的
に
期
待
で
き
る
金
額
、
あ
る
い
は
特
定
の
金
額
以
外
の
救
済
を
求
め
る
請
求
の
経
済
的
価
値
で
あ
る
。B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on

th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.77,

fo
o
tn
o
te
90

（S
ta
tu
to
ry
In
stru
m
en
t
1991

N
o
.734

﹇T
h
e
H
ig
h
C
o
u
rt
a
n
d
C
o
u
n
ty
C
o
u
rts

O
rd
er
1991

﹈a
s
a
m
en
d
ed
b
y
S
.I.
1995

N
o
.205,

a
rts.
9,
10
,
S
tu
a
rt
S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n

（B
la
ck
sto
n
e,

2000
,
p
p
.15

16,
63
65,
G
a
ry
S
la
p
p
er
&
D
a
v
id
K
elly
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
4th
E
d
itio
n

（C
a
v
en
d
ish
P
u
b
lish
in
g
L
im
ited
,
1999

,
p
.222.

4

本
稿
で
は
、
一
ポ
ン
ド
を
二
〇
〇
円
と
し
て
計
算
し
た
。

5

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.73,

fo
o
tn
o
te
49

（
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
管
轄
の

請
求
金
額
上
の
制
限
の
根
拠
規
定

、
司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
六
頁
、
我
妻

学
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革

の
動
向

ウ
ル
フ
・
レ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
し
て

」

一
）『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
三
九
巻
一
号
（
一
九
九
八
年
）
一
五
七
頁
。

6

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.73

79

、
司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事

訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
六
頁
、
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

一
）
前
掲
、
一
五
七
〜
一
五
八
頁
。.

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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7

ju
d
icia
l
rev
iew

の
正
確
な
内
容
を
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
概
略
は
、
行
政
庁
そ
の
他
公
的
義
務
を
遂
行
す
る
機
関
等
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
・

コ
ー
ト
な
どin

ferio
r
co
u
rts

を
含
む
）
の
個
人
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
、
そ
の
内
容
面
で
な
く
主
と
し
て
手
続
面
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
審
査
・
救
済
で
あ
り
、

ハ
イ
・
コ
ー
ト
に
提
訴
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
ベ
ン
チ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
のA

d
m
in
istra

tiv
e
C
o
u
rt
O
ffice

が
担
当

。
わ
が
国
の
行
政
訴

訟
と
機
能
的
に
類
似
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
要
点
に
つ
き
参
照
、B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,

p
p
.968

976,
S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.476

488,
In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
p
.

439
462.

8

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.15.

9

Ibid
.,
p
.14.

10

例
え
ば
、S

im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.14

17

参
照
。
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
三
つ
のd

iv
isio
n

Q
u
een
’s
B
en
ch

D
iv
isio
n
,
C
h
a
n
cery

D
iv
isio
n
,
F
a
m
ily
D
iv
isio
n

間
と
内
部
に
あ
る
専
門
裁
判
所
（th

e
C
o
m
m
ercia

l
C
o
u
rt,
A
d
m
ira
lty
C
o
u
rt,
th
e
T
ech
n
o
lo
g
y
a
n
d

C
o
n
stru
ctio
n
C
o
u
rt,
th
e
C
o
m
p
a
n
ies
C
o
u
rt

）
間
の
配
分
が
さ
ら
に
加
わ
る
。S

im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.13,

18
19.

11

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.77

78.

12

我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

一
）
前
掲
、
一
五
五
〜
一
六
〇
頁
。

13

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.225

227.

14

M
ich
a
el
Z
a
n
d
er,
“R
ig
h
ts
o
f
A
u
d
ien
ce
in
th
e
H
ig
h
er
C
o
u
rts
in
E
n
g
la
n
d
a
n
d
W
a
les
sin
ce
th
e
1990

A
ct ：
W
h
a
t
H
a
p
p
en
ed
?,”
In
tern
a-

tion
al
Jou
rn
al
of
th
e
L
egal

P
rofession

,
v
o
l.4,
n
o
.3

（1997
,
p
p
.167

195,
180

183.

但
し
、
一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
法
に
よ
り
、
上
級
裁
判
所
に

お
い
て
法
廷
弁
論
権
を
行
使
す
る
ソ
リ
シ
タ
が
増
加
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。M

ich
a
el
Z
a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th
E
d
itio
n
,

（B
u
tterw

o
rh
s,
1999

,
p
.650.

15

ハ
イ
・
コ
ー
ト
は
、
大
法
官
等
も
メ
ン
バ
ー
を
構
成
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（p

u
isn
e
ju
d
g
e

と
区
別
し
て
呼
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
）
の
年
間
給
与
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
現
在
、
一
二
万
七
八
七
二
ポ
ン
ド
（
約
二
五
〇
〇
万
円
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
シ
ニ
ア
の
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ

は
年
間
一
〇
万
三
五
一
六
ポ
ン
ド
、
他
の
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
九
万
五
八
七
三
ポ
ン
ド
で
あ
る
。In

g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.

27.

16

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
専
属
管
轄
事
件
に
つ
い
て
は
、S

im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,p
p
.

14
16

が
詳
し
い
。

17

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
民
事
訴
訟
手
続
お
よ
び
ト
ラ
イ
ア
ル
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
参
照
、
司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲

（
一
九
九
八
年
民
事
訴
訟
規
則
以
前
で
あ
る
が
基
本
的
な
特
質
の
理
解
の
た
め
に
は
大
変
参

に
な
る

。
わ
が
国
の
口
頭
弁
論
か
ら
類
推
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

18

S
ta
tu
to
ry
In
stru
m
en
t
1991

n
o
.734,

a
rt.
7

（5
,
B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.
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78

参
照
。

19

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
管
轄
権
は
、
原
則
と
し
て
三
千
ポ
ン
ド
ま
で
で
あ
る
。

20

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.16

17,
In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
p
.35

37,

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.77

78,
P
a
u
l
M
ich
a
lik
,
“Ju
stice

in
C
risis ：

E
n
g
la
n
d

a
n
d
W
a
les,”

in
A
.A
.S
.
Z
u
ck
erm
a
n

（ed
.
,
C
ivil
Ju
stice

in
C
risis ：

C
om
parative

P
erspectives

of
C
ivil
P
roced

u
re

（O
x
fo
rd
U
n
iv
ersity

P
ress,

1999
,
p
.118.

21

H
ig
h
C
o
u
rt
a
n
d
C
o
u
n
ty
C
o
u
rts
Ju
risd
ictio

n
O
rd
er
1991,

a
rt.
5.

人
身
傷
害p

erso
n
a
l
in
ju
ry

の
定
義
は
、
疾
病
、
肉
体
的
条
件
ま
た
は
精
神
的
条
件

の
毀
損
、
お
よ
び
死
亡
で
あ
る
。B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.77,

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.16.

人
身
傷
害
の
合
理
的
な
賠
償
請
求
額
を
計
算
す
る
た
め
の
原
則
に
つ
い
て
は
、ibid

.

参
照
。
ち
な
み
に
人
身

傷
害
事
件
の
請
求
金
額
は
、
五
万
ポ
ン
ド
を
超
え
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。ibid

.

22

ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
、
そ
れ
よ
り
上
位
の
裁
判
所
が
、
政
治
的
・
社
会
的
に
重
要
な
論
点
・
事
件
に
関
す
る
判
断
権
限
を
握
り
続
け
、
む
し
ろ
、
司
法
審
査ju

d
icia
l

rev
iew

の
発
展
、
人
権
法
の
制
定
と
い
う
近
年
の
変
化
の
も
と
で
、
権
力
拡
大
傾
向
が
明
ら
か
な
状
況
は
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
そ
れ
よ
り
上
位
の
裁
判
官

の
出
身
階
層
、
性
別
、
人
種
構
成
、
出
身
大
学
等
社
会
・
階
層
的
条
件
の
極
端
な
偏
り
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
政
治
的
批
判
を
招
い
て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
裁
判
官
選
任
手
続
の
透
明
化
、
裁
判
官
構
成
の
社
会
代
表
性
の
確
保
は
、
継
続
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
最
近
で
も
、
労
働
党
政
権
の
有
力

閣
僚
で
あ
る
内
務
相
（H

o
m
e
S
ecreta

ry

）
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
ハ
イ
・
コ
ー
ト
と
そ
れ
よ
り
上
位
の
裁
判
官
の
権
力
が
強
大
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
と
批

判
し
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
大
法
官
が
激
し
く
反
論
し
て
い
る
状
況
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
的
に
ホ
ッ
ト
な
争
点
に
な
っ
て
い
る
。
参
照
、F

ra
n
ces

G
ib
b
,

“Irv
in
e
‘fu
rio
u
s’
w
ith
B
lu
n
k
ett
o
v
er
sp
eech

,”
T
h
e
T
im
es,
O
cto
b
er
31,
2001.

一
般
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
官
の
、
性
別
、
人
種
、
出
身
大
学
等
の
偏

り
に
つ
い
て
、B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.231

233,
H
is
H
o
n
o
u
r
Ju
d
g
e
D
a
v
id

P
ea
rl,
“T
h
e
Ju
d
icia
ry
o
f
E
n
g
la
n
d
a
n
d
W
a
les,”

in
T
h
e
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
m
m
ittee,

th
e
Ja
p
a
n
ese
A
sso
cia
tio
n
o
f
S
o
cio
lo
g
y
o
f
L
a
w

（ed
.
,
T
h
e

R
ole
of
th
e
Ju
d
iciary

in
C
h
an
gin
g
S
ocieties

（2001
,
p
p
.37

53

参
照
。

23

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
に
よ
る
家
事
事
件
の
取
扱
い
状
況
は
、L

o
rd
C
h
a
n
cello

r’s
D
ep
a
rtm
en
t,
Ju
d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
al
R
eport,

E
n
glan
d
an
d

W
ales

for
th
e
Y
ear
1
9
9
8

﹇C
m
n
d
.
4371

﹈

S
ta
tio
n
a
ry
O
ffice,

1999

）﹇
以
下
、Ju

d
icial

S
tatistics

の
引
用
は
略
記
に
よ
る
﹈,p

p
.49

60

参
照
。

24

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.14

15,
In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
p
.37

38,

B
a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.74

76.

25

Jo
h
n
B
a
ld
w
in
,
S
m
all
C
laim

s
in
th
e
C
ou
n
ty
C
ou
rts
in
E
n
glan
d
an
d
W
ales

（C
la
ren
d
o
n
P
ress,

1997
,
p
p
.6
7.

26

Ibid
.,
p
.7.

同
時
に
、
少
額
手
続
か
ら
通
常
の
ト
ラ
イ
ア
ル
に
移
行
さ
せ
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
の
裁
量
の
幅
が
広
げ
ら
れ
た
。
通
常
の
ト
ラ
イ
ア
ル
へ

移
行
さ
せ
う
る
根
拠
と
し
て
、
従
来
の
「
例
外
的
複
雑
性ex

cep
tio
n
a
l
co
m
p
lex
ity

」
の
要
件
が
、
単
な
る
「
複
雑
性
」
に
変
更
さ
れ
た
。Ju

d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
al
R
eport,

1996,
p
.39.

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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27

被
告
が
請
求
を
争
わ
な
か
っ
た
場
合
、
原
告
は
ト
ラ
イ
ア
ル
な
し
の
簡
単
な
手
続
で
請
求
認
容
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
がd

efa
u
lt
ju
d
g
em
en
t

で
あ

る
。
司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
七
二
〜
七
六
頁
（
一
九
九
八
年
民
事
訴
訟
規
則
以
前
に
つ
い
て

、S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.192

199.

28

B
a
ld
w
in
,
S
m
all
C
laim

s
in
th
e
C
ou
n
ty
C
ou
rts
in
E
n
glan
d
an
d
W
ales,

p
.1.

29

以
下
、
三
つ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、S

im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.238

262,
M
ich
elle
B
a
rm
ley
&
A
n
n
a

G
o
u
g
e,
T
h
e
C
ivil

Ju
stice

R
eform

s
O
n
e
Y
ear

O
n
：
F
resh
field

s
A
ssess

T
h
eir
P
rogress

（B
u
tterw

o
rth
s,
2000

）﹇
特
に
マ
ル
チ
・
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い

て
﹈、
我
妻

学
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

三

、

四
・
完
）『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
四
〇
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
）
八
三
〜
一
三

〇
頁
、
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
〜
六
四
頁
参
照
。

30

振
り
分
け
の
際
の
基
準
に
つ
い
て
、
例
外
規
定
を
含
め
、
参
照
、S

im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
p
.237

238,

我
妻

「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

三
）
前
掲
、
九
三
〜
九
四
頁
。

31

人
身
傷
害
事
件
以
外
に
、
家
屋
事
件
（
住
宅
の
修
繕
な
ど
）
も
千
ポ
ン
ド
以
下
の
場
合
に
少
額
請
求
ト
ラ
ッ
ク
に
配
分
さ
れ
る
。
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民

事
司
法
改
革
の
動
向
」

三
）
前
掲
、
九
五
頁
。

32

千
ポ
ン
ド
超
、
一
万
五
千
ポ
ン
ド
以
下
の
家
屋
事
件
（
住
宅
の
修
繕
な
ど
）
は
迅
速
ト
ラ
ッ
ク
に
配
分
さ
れ
る
。
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の

動
向
」

三
）
前
掲
、
九
九
頁
。

33

Z
a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th
E
d
itio
n
,
p
.48,

S
la
p
p
er
&
K
elly
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
4th
E
d
itio
n
,

p
.221,

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.27,

M
a
rtin

P
a
rtin
g
to
n
,
In
trod
u
ction

to
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

（O
x
fo
rd

U
n
iv
ersity

P
ress,

2000
,
p
.183

、
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

三
）
前
掲
、
八
五
頁
。

34

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.240

、
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

三

、
前
掲
一
〇
八

頁
。

35

司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
六
頁
は
、
わ
が
国
の
「
地
方
裁
判
所
と
簡
易
裁
判
所
と
の
中
間
的
な
も
の
に
相
当
す
る
」
と
し

て
い
る
。

36

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
世
良
晃
志
郎
訳
）『
法
社
会
学
』

創
文
社
、
一
九
七
四
年

。

37

C
o
u
rt
S
erv
ice,

A
n
n
u
al
R
eport

1
9
9
5
/9
6

（H
M
S
O
,
1996

,
p
.9,
id
.,
A
n
n
u
al
R
eport

1
9
9
8
1
9
9
9

﹇h
ttp
：
//w
w
w
.co
u
rtserv

ice.g
o
v
.u
k
/

a
rep
9798 /1a

r.p
d
f

﹈,p
.9,
id
.,
A
n
n
u
al
R
eport

1
9
9
9
2
0
0
1

﹇h
ttp
：
//w
w
w
.co
u
rtserv

ice.g
o
v
.u
k
/in
fo
/rep

s /9900titlep
g
.p
d
f

﹈,p
.13.

38

司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
二
八
六
頁
、T

eren
ce
In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.35.

39

E
d
ito
ria
l,
“H
ea
rt
o
f
th
e
M
a
tter,”

L
egal

A
ction

,
A
p
ril,
1999,

p
.3.

40

C
o
u
rt
S
erv
ice,
M
od
ern
isin
g
th
e
C
ivil
C
ou
rts ：

A
C
on
su
ltation

P
aper

（Ja
n
u
a
ry
,
2001

）﹇h
ttp
：
//w
w
w
.co
u
rtserv

ice.g
o
v
.u
k
.n
o
tices /m

cc

co
n
su
lta
tio
n
p
a
p
er.p
d
f

﹈.

立教法学 60号（2002)
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41

濱
野
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

法
律
相
談
シ
ス
テ
ム
統
合
化
の
側
面
を
中
心
に

一

、

二
・
完

前
掲
参
照
。

42

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
官
に
つ
い
て
、
現
在
の
裁
判
官
任
用
手
続
を
中
心
に
概
観
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
紙
谷
雅
子
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
法

曹
一
元
」『
月
刊
司
法
改
革
』
二
号
（
一
九
九
九
年
）
四
四
〜
四
九
頁
参
照
。
ま
た
、H
is
H
o
n
o
u
r
Ju
d
g
e
D
a
v
id
P
ea
rl,
“T
h
e
Ju
d
icia
ry
o
f
E
n
g
la
n
d
a
n
d

W
a
les,”

が
最
新
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

43

ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
裁
判
官
は
、
こ
の
ほ
か
に
、L

o
rd
C
h
ief
Ju
stice

（Q
u
een
’s
B
en
ch
D
iv
isio
n

を
主
宰

、v
ice
p
resid

en
t
o
f
th
e
Q
B
D

、P
resid

en
t

（F
a
m
ily
D
iv
isio
n

を
主
宰

、V
ice
C
h
a
n
cello

r

（C
h
a
n
cery

D
iv
isio
n

のv
ice
p
resid

en
t

、S
en
io
r
P
resid

in
g
Ju
d
g
e

が
い
る
。
大
法
官
もC

h
a
n
cery

D
iv
isio
n

のp
resid

en
t

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
事
件
を
担
当
し
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
でd

ep
u
ty
ju
d
g
e
o
f
H
ig
h
C
o
u
rt

が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。In

g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,p
.18.

本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
が
ハ
イ
・
コ
ー
ト
で
裁
判
を
担
当
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
司
法
統
計
に
よ
れ
ば
、
そ
の
件
数
は
か
な
り
多
い
。
一
九
九
八
年
のQ

u
een
’s
B
en
ch
D
iv
isio
n

で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
合
計
数
一
〇
九
〇
件
の
う
ち
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
が
五
七
〇
件
担
当
し
た
の
に
対
し
、
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
も
三
四
〇
件
担
当
し
て
い
る
。d

ep
u
ty

の
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・

ジ
ャ
ッ
ジ
は
一
三
〇
件
で
あ
る
。Ju

d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
a
l
R
ep
o
rt,
1998,

p
.30,

T
a
b
le
3.7.

44

J.A
.
G
riffith

,
T
h
e
P
olitics

of
th
e
Ju
d
iciary,

5th
E
d
itio
n

（F
o
n
ta
n
a
P
ress,

1997
,
p
p
.22

24.

45

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,p
.19.

ソ
リ
シ
タ
か
ら
最
初
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
一
九

九
三
年
に
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
か
ら
昇
進
し
たS

a
ch
s

氏
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、L

.A
.C
o
l-

lin
s

博
士
で
、
彼
は
一
九
九
七
年
に
史
上
初
め
てQ

u
een
’s
C
o
u
n
sel

に
任
命
さ
れ
た
二
人
の
ソ
リ
シ
タ
の
う
ち
の
一
人
で
、
こ
の
二
人
は
、
同
年
、
や
は
り
史
上
初
め

て
、d

ep
u
ty

の
ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
任
命
さ
れ
た
。

46

L
o
rd
Ju
stices

o
f
A
p
p
ea
l,
H
ea
d
s
o
f
D
iv
isio
n
,
L
o
rd
s
o
f
A
p
p
ea
l
in
O
rd
in
a
ry
.

47

H
is
H
o
n
o
u
r
Ju
d
g
e
D
a
v
id
P
ea
rl,
“T
h
e
Ju
d
icia
ry
o
f
E
n
g
la
n
d
a
n
d
W
a
les,”

p
.49.

48

サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
の
厳
密
な
権
限
な
ど
に
つ
い
て
は
、B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern

E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.72

参
照
。
い
ず
れ
も
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
手
続
に
も
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
参
照
、Z

a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on

th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th
E
d
itio
n
,
p
p
.4
5.

49

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.30.

50

六
つ
の
サ
ー
キ
ッ
ト
と
は
、
①
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
②
北
東
部
、
③
北
部
、
④
南
東
部
、
⑤
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
チ
ェ
ス
タ
ー
、
⑥
西
部
で
あ
る
。

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.29.

51

ハ
イ
・
コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
も
ク
ラ
ウ
ン
・
コ
ー
ト
で
の
重
要
な
刑
事
事
件
を
担
当
す
る
。

52

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.34.

53

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.18.

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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54

H
is
H
o
n
o
u
r
Ju
d
g
e
D
a
v
id
P
ea
rl,
“T
h
e
Ju
d
icia
ry
o
f
E
n
g
la
n
d
a
n
d
W
a
les,”

p
.49.

一
九
九
四
年
に
大
法
官
府
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
デ
ィ

ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
の
任
命
に
関
し
て
、
新
し
い
手
続
の
導
入
を
発
表
し
、
空
席
に
つ
い
て
毎
年
の
公
募
制
（
新
聞
広
告
に
よ
る

、
非
法
律
家
を
含
む
面
接
委
員

会
の
設
置
が
実
現
し
た
。B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
p
.220

221.

55

最
終
報
告
書C

iv
il
Ju
stice

R
ev
iew
,
R
eport

of
th
e
R
eview

B
od
y
on
C
ivil
Ju
stice

（P
resen

ted
to
P
a
rlia
m
en
t
b
y
th
e
L
o
rd
H
ig
h
C
h
a
n
cello

r

b
y
C
o
m
m
a
n
d
o
f
H
er
M
a
jesty

,
Ju
n
e
1988

）﹇C
m
n
d
.
394

﹈

H
M
S
O
,
1988

,
p
p
.16

35,
86
101.

56
C
o
u
rts
a
n
d
L
eg
a
l
S
erv
ices

A
ct
1990,

s.
71
a
n
d
S
ch
ed
u
le
10.

57

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
p
.3
4,
34,
G
eo
rg
e
A
p
p
leb
ey
,
A
P
ractical

G
u
id
e
to
th
e
S
m
all
C
laim

s
C
ou
rt

（T
o
lley
,

1994
,
p
.32.

ウ
ル
フ
改
革
に
基
づ
く
民
事
訴
訟
規
則
（C

iv
il
P
ro
ced
u
re
R
u
le

）
に
お
い
て
は
、
ケ
ー
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
可
能

性
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
開
か
れ
て
い
る
。C

iv
il
P
ro
ced
u
re
R
u
les
1998,

R
u
le
2.4.

し
か
し
な
が
ら
、S

im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.230

に
よ
れ
ば
、P

ra
ctice

D
irectio

n

は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
の
役
割
を
比
較
的
制
限
的
に
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

58

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.34.

59

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.39,

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.12.

60

H
is
H
o
n
o
u
r
Ju
d
g
e
D
a
v
id
P
ea
rl,
“T
h
e
Ju
d
icia
ry
o
f
E
n
g
la
n
d
a
n
d
W
a
les,”

p
.49.

61

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.12,

In
g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
p
.34.

30

、
紙
谷
「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
法
曹
一
元
」
前
掲
、
四
六
〜
四
八
頁
。

62

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil
P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.12.

リ
コ
ー
ダ
は
、
職
権
上
当
然
（ex

o
fficio

、
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
で
審
理
を

担
当
す
る
権
限
を
有
す
る
。C
o
u
rt
o
f
A
p
p
ea
l

と
ハ
イ
・
コ
ー
ト
の
裁
判
官
も
職
権
上
当
然
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
審
理
を
担
当
す
る
権
限
を
有
す
る
が
、
実
際
に

こ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
と
さ
れ
て
い
る
。In

g
m
a
n
,
T
h
e
E
n
glish

L
egal

P
rocess,

8th
E
d
itio
n
,
p
.34.

63

S
im
e,
A
P
ractical

A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.12.

64

長
谷
部
由
起
子
『
変
革
の
中
の
民
事
裁
判
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
三
頁
参
照
。

65

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
は
四
〇
〇
弱
のsets

o
f
ch
a
m
b
ers

が
あ
る
。Z

a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th

E
d
itio
n
,
p
.618.

66

C
ivil
Ju
stice

R
eview

,
R
eport

of
th
e
R
eview

B
od
y
on
C
ivil
Ju
stice,

p
p
.16

17.

今
世
紀
は
じ
め
以
来
の
統
合
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、B

a
iley

a
n
d

G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd
E
d
itio
n
,
p
.79,

fo
o
tn
o
te
1

参
照
。

67

L
o
rd
W
o
o
lf,
A
ccess

to
Ju
stice

：
In
terim

R
eport

to
th
e
L
ord
C
h
an
cellor

on
th
e
C
ivil
Ju
stice

S
ystem

in
E
n
glan
d
an
d
W
ales

（Ju
n
e
1995

,

p
p
.73

75,
79
80.

68

参
照
、Z

a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th
E
d
itio
n
,
p
p
.645

646.

但
し
、
法
廷
弁
論
権
の
拡
大
が
現
実
の
条
件
に
よ
っ

て
阻
ま
れ
て
い
る
状
況
と
、
バ
リ
ス
タ
と
ソ
リ
シ
タ
の
間
の
事
実
上
の
差
異
が
薄
れ
て
い
く
状
況
の
も
と
で
、
実
質
的
に
二
分
制
を
廃
止
す
る
効
果
を
持
つ
改
革
を
提
案

立教法学 60号（2002)
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す
る
議
論
は
存
在
し
て
い
る
。E

d
ito
ria
l,
“M
erg
ers
a
n
d
A
cq
u
isitio

n
s,”
L
egal

A
ction

,
Ja
n
u
a
ry
1999,

p
.3.

69

一
九
九
七
年
度
で
は
、
一
八
四
二
名
がp

u
p
illa
g
e

を
求
め
、
う
ち
、p

u
p
illa
g
e

を
得
た
の
は
約
七
五
〇
名
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
約
六
〇
％
が
チ
ェ
イ
ン
バ
ー

で
テ
ナ
ン
シ
ー
を
得
た
に
す
ぎ
な
い
。Z

a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th
E
d
itio
n
,
p
p
.616

617.

70

Z
a
n
d
er,
C
ases

an
d
M
aterials

on
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
8th
E
d
itio
n
,
p
.646.

71

濱
野
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

法
律
相
談
シ
ス
テ
ム
統
合
化
の
側
面
を
中
心
に

」

一

、

二
・
完
）

前
掲
。

72

L
o
rd
W
o
o
lf,
A
ccess

to
Ju
stice

：
In
terim

R
eport

to
th
e
L
ord
C
h
an
cellor

on
th
e
C
ivil
Ju
stice

S
ystem

in
E
n
glan
d
an
d
W
ales

（Ju
n
e
1995

,

p
a
ra
3.1.

73

A
.A
.S
.
Z
u
ck
erm
a
n
,
“R
efo
rm
in
th
e
S
h
a
d
o
w
o
f
L
a
w
y
ers’

In
terests,”

Z
u
ck
erm
a
n
&
R
o
ss
C
ra
n
sto
n

（ed
s.
,
R
eform

of
C
ivil
P
roced

u
re

（C
la
ren
d
o
n
P
ress,

1995
,
p
.64.

な
お
、
最
近
は
、
一
部
の
依
頼
者
が
固
定
報
酬
額
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。Ibid

.,
fo
o
tn
o
te
4.

74

ゲ
ン
の
分
析
が
、L

o
rd
W
o
o
lf,
A
ccess

to
Ju
stice

：
In
terim

R
eport

to
th
e
L
ord

C
h
an
cellor

on
th
e
civil

Ju
stice

S
ystem

in
E
n
glan
d
an
d

W
ales,

A
n
n
ex
3

（p
p
.251

260

）
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

75

A
.A
.S
.
Z
u
ck
erm
a
n
,
“Ju
stice

in
C
risis ：

C
o
m
p
a
ra
tiv
e
D
im
en
sio
n
s,”
A
.A
.S
.
Z
u
ck
erm
a
n

（ed
.
,
C
ivil

Ju
stice

in
C
risis ：

C
om
parative

P
erspectives

of
C
ivil
P
roced

u
re

（O
x
fo
rd
U
n
iv
ersity

P
ress,

1999
,
p
.14,

Z
u
ck
erm
a
n
,
“R
efo
rm
in
th
e
S
h
a
d
o
w
o
f
L
a
w
y
ers’
In
terests,”

p
p
.63

64.,
M
ich
a
lik
,
“Ju
stice

in
C
risis ：

E
n
g
la
n
d
a
n
d
W
a
les,”

p
p
.126

129,
L
o
rd
W
o
o
lf,
A
ccess

to
Ju
stice

：
F
in
al
R
eport

（Ju
ly
1996

,
p
.83.

76

Z
u
ck
erm
a
n
,
“R
efo
rm
in
th
e
S
h
a
d
o
w
o
f
L
a
w
y
ers’

In
terests,”p

.65.

77

Z
u
ck
erm
a
n
,
“Ju
stice

in
C
risis ：

C
o
m
p
a
ra
tiv
e
D
im
en
sio
n
s,”
p
p
.14

16.

78

T
h
e
W
oolf

R
eform

s
in
P
ractice

：
F
resh
field

s
A
ssess

th
e
C
h
an
gin
g
L
an
d
scape

（B
u
tterw

o
rth
s,
1998

,
p
.11.

あ
る
国
際
的
な
銀
行
の
代
表
者
達

が
、
ハ
イ
・
コ
ー
ト
のC

o
m
m
ercia

l
C
o
u
rt

に
お
け
る
訴
訟
追
行
に
要
す
る
費
用
が
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
高
額
な
た
め
、
そ
の
紛
争
を
処
理
す
る
場
所
を
ロ
ン
ド
ン
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
す
こ
と
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
旨
の
コ
メ
ン
ト
を
ウ
ル
フ
卿
に
示
し
、
ウ
ル
フ
卿
も
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

79

A
v
ro
m
S
h
err,
“G
lo
b
a
lisa
tio
n
a
n
d
th
e
E
n
g
lish

Ju
d
icia
ry
”,
in
T
h
e
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
m
m
ittee,

th
e
Ja
p
a
n
ese
A
sso
cia
tio
n
o
f
S
o
cio
lo
g
y
o
f

L
a
w

（ed
.
,
T
h
e
R
ole
of
th
e
Ju
d
iciary

in
C
h
an
gin
g
S
ocieties

（2001
,
p
p
.107

116,
113.

80

L
o
rd
W
o
o
lf,
A
ccess

to
Ju
stice

：
F
in
al
R
eport,

p
.3.

81

Ju
d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
al
R
eport,

1
9
9
9
,
p
.39,

司
法
研
修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
二
七
三
頁
、
三
三
二
頁
、C

o
u
rt

S
erv
ice,

M
od
ern
isin
g
th
e
C
ivil

C
ou
rts ：

A
C
on
su
ltation

P
aper,

p
.36.

82

ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
訴
状
提
出
（cla

im

のissu
e

）
か
らd

isp
a
tch

（
自
動
郵
送
装
置
に
よ
る
発
送
、
参
照
、S

im
e,
A
P
rac-

tical
A
pproach

to
C
ivil

P
roced

u
re,
4th
E
d
itio
n
,
p
.16

）
ま
で
を
二
四
時
間
か
ら
四
八
時
間
以
内
に
行
う
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。Ju

d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
al
R
eport,

1
9
9
9
,
p
.39.

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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83

Ibid
.

カ
ウ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ト
の
新
受
件
数
の
大
部
分
を
占
め
るd

efa
u
lt
cla
im
s

（
原
則
と
し
て
、
金
銭
の
支
払
請
求
と

え
て
よ
い
）
の
五
四
％
（
約
九
三
万

件
）
が
、
ク
レ
イ
ム
ズ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
い
る
。d

efa
u
lt
cla
im
s

（
一
九
九
九
年
四
月
以
前
のd

efa
u
lt
a
ctio
n

）
に
つ
い
て
は
、
司
法
研

修
所
編
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
運
営
』
前
掲
、
二
七
四
頁
、B

a
iley

a
n
d
G
u
n
n
,
S
m
ith
&
B
ailey

on
th
e
M
od
ern
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
3rd

E
d
itio
n
,
p
p
.581

590.

84

Ju
d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
al
R
eport,

1
9
9
9
,
p
.46,

C
o
u
rt
S
erv
ice,

M
od
ern
isin
g
th
e
C
ivil

C
ou
rts ：

A
C
on
su
ltation

P
aper,

p
.40.

85
Ju
d
icial

S
tatistics,

A
n
n
u
al
R
eport,

1
9
9
9
,
p
.40.

86

我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

四
・
完
）
前
掲
、
五
頁
。
例
外
に
つ
い
て
も
同
所
参
照
。

87

Z
u
ck
erm
a
n
,
“R
efo
rm
in
th
e
S
h
a
d
o
w
o
f
L
a
w
y
ers’

In
terests,”

p
.72.

88

Jo
h
n
B
a
ld
w
in
,
S
m
all
C
laim

s
in
th
e
C
ou
n
ty
C
ou
rts
in
E
n
glan
d
an
d
W
ales

（C
la
ren
d
o
n
P
ress,

1997
,
p
.8

、
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の

民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

三
）
前
掲
、
一
二
三
頁
註
（
44

。
但
し
、
代
理
に
至
ら
な
い
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
受
給
資
格
を
満
た
せ
ば
リ
ー
ガ
ル
エ
イ
ド
の
対
象
と

な
る
。

89

R
o
g
er
S
m
ith
,
“T
h
e
d
o
m
estic

co
n
tex
t,”
S
m
ith

（ed
.
,
A
ch
ievin

g
C
ivil

Ju
stice

：
A
ppropriate

D
ispu
te
R
esolu

tion
for
th
e
1
9
9
0
s

（L
eg
a
l

A
ctio
n
G
ro
u
p
,
1996

,
p
.15.

90

G
riffith

,
T
h
e
P
olitics

of
th
e
Ju
d
iciary,

p
.x
iv
.

91

S
u
p
rem
e
C
o
u
rt

と
い
う
の
は
、
そ
の
上
に
上
訴
裁
判
所
と
し
てH

o
u
se
o
f
L
o
rd
s

が
あ
る
の
で
、
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
は
、
一
八
七
三

年
の
大
改
革
（th

e
Ju
d
ica
tu
re
A
ct
1873

）
で
あ
っ
て
、
こ
の
改
革
に
よ
り
、S

u
p
rem
e

な
位
置
づ
け
が
実
現
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
の
総
選
挙
で
グ
ラ
ッ

ド
ス
ト
ー
ン
の
自
由
党
が
敗
れ
た
た
め
改
革
は
不
徹
底
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。S

m
ith

（ed
.
,
A
ch
ievin

g
C
ivil

Ju
stice

：
A
ppropriate

D
ispu
te
R
esolu

tion

for
th
e
1
9
9
0
s,
p
.9.

92

C
o
u
rt
S
erv
ice,
M
od
ern
isin
g
th
e
C
ivil
C
ou
rts ：

A
C
on
su
ltation

P
aper

（Ja
n
u
a
ry
,
2001

）﹇h
ttp
：
//w
w
w
.co
u
rtserv

ice.g
o
v
.u
k
.n
o
tices /m

cc

co
n
su
lta
tio
n
p
a
p
er.p
d
f

﹈,p
.88.

二
〇
〇
一
年
六
月
総
選
挙
の
勝
利
で
始
ま
っ
た
ブ
レ
ア
政
権
二
期
目
に
お
い
て
、
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
大
改
革
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
（
総
選
挙
前
に
既
に
予
告
さ
れ
て
い
た

、
い
ち
は
や
く
総
選
挙
直
後
か
ら
、
刑
事
の
裁
判
所
の
管
轄
問
題
に
つ
い
て
、
内
務
省
と
大
法
官
府
の
間
で
、
激
し
い

綱
引
き
が
展
開
さ
れ
た
。
内
務
大
臣
（H

o
m
e
S
ecreta

ry

）
に
は
、Ja

ck
S
tra
w

に
代
わ
っ
て
、
ブ
レ
ア
の
後
継
首
相
候
補
と
し
て
急
上
昇
中
のD

a
v
id
B
la
n
k
ett

が
任
命
さ
れ
、
ブ
レ
ア
が
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
改
革
に
、
医
療
・
教
育
・
公
共
交
通
分
野
と
並
ぶ
重
要
性
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ
に

よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は
刑
事
法
に
関
す
る
裁
判
所
業
務
と
そ
の
担
当
者
を
全
て
内
務
省
に
移
管
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、
大
法
官
ア
ー
ヴ
ィ
ン
卿
（
一
時
再
任
さ
れ

な
い
と
い
う
予
測
報
道
も
あ
っ
た
が
留
任
）
は
そ
の
阻
止
に
成
功
し
た
と
報
道
し
た
。T

h
e
T
im
es,
16
Ju
n
e,
2001,

p
.6.

93

大
法
官
府
とC

o
u
rt
S
erv
ice

の
権
限
、
任
務
に
つ
い
てP

a
rtin
g
to
n
,
In
trod
u
ction

to
th
e
E
n
glish

L
egal

S
ystem

,
p
p
.64

66

参
照
。

94

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
以
降
の
公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、Ia

n
B
u
d
g
e,
Iv
o
r
C
rew
e,
D
a
v
id
M
cK
a
y
a
n
d
K
en
N
ew
to
n
,
T
h
e
N
ew
B
ritish

P
olitics,

2n
d
E
d
itio
n

（L
o
n
g
m
a
n
,
2001

）p
p
.245

264

に
よ
る
。
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95

E
fficien

cy
U
n
it

の
初
代H

ea
d

に
はM

a
rk
s
&
S
p
en
cer

のC
h
a
irm
a
n

、S
ir
D
erek

R
a
y
n
er

が
任
命
さ
れ
た
。Ibid

.,
p
.251

96

Ibid
.,
p
p
.251

253.

97

Ibid
.,
p
.253.

98

濱
野
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

法
律
相
談
シ
ス
テ
ム
統
合
化
の
側
面
を
中
心
に

」

一

、

二
・
完
）

前
掲
。

99
B
u
d
g
e,
C
rew
e,
M
cK
a
y
a
n
d
N
ew
to
n
,
T
h
e
N
ew
B
ritish

P
olitics,

2n
d
E
d
itio
n
,
p
p
.259

260.

Ibid
.,p
.259.

例
え
ば
、
初
等
、
中
等
教
育
で
は
、
全
国
統
一
試
験
の
結
果
が
学
校
ご
と
に
公
表
さ
れ
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
を
示
す
指
針
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
教
員
の
勤
務
評
定
や
、
学
校
へ
の
資
金
配
分
決
定
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
さ
れ
、
ま
た
、
消
費
者
と
し
て
の
保
護
者
の
学
校
選
択
の
た
め
の
情
報
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
実
際
に
、
あ
る
程
度
、
学
校
の
人
気
、
受
験
者
の
質
、
数
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
大
学
、
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
鉄
道
そ
の
他
、

実
に
多
く
の
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
で
こ
の
よ
う
な
指
標
（
リ
ー
グ
テ
ー
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
中
心
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
も
た
ら
す
弊
害
も
日

常
的
に
メ
デ
ィ
ア
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
う
し
た
数
値
化
で
き
る
特
定
の
指
標
と
結
び
つ
い
た
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
が
、
給
与
・
昇
進
と
直
結
し
て

い
る
状
況
は
、
他
の
要
因
（
低
賃
金
、
荒
れ
る
学
級
、
社
会
的
評
価
の
低
下
な
ど
）
と
あ
い
ま
っ
て
教
員
へ
の
強
い
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
（
エ
ト
ス
の
根

本
的
転
換

、
早
期
退
職
者
の
増
加
、
教
員
希
望
者
の
減
少
と
い
っ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

C
o
u
rt
S
erv
ice,
A
n
n
u
a
l
R
ep
o
rt,
1995

1996,
p
.18,

id
.,
A
n
n
u
al
R
eport,1

9
9
8
1
9
9
9
,
C
h
a
p
ter
3.

例
え
ば
、ibid

.,
T
h
e
S
tru
ctu
re
o
f
th
e
C
o
u
rt
S
erv
ice

のA
im
s
&
O
b
jectiv

es

の
項
とP

erfo
rm
a
n
ce
S
ta
tistics

の
項
を
参
照
。

Ibid
.,
A
im
s
&
O
b
jectiv

es

の
項
。

Ibid
.,
p
p
.255

261.

Ibid
.

C
o
u
rt
S
erv
ice,

M
od
ern
isin
g
th
e
C
ivil

C
ou
rts ：

A
C
on
su
ltation

P
aper,

p
.24.

Z
u
ck
erm
a
n
,
“R
efo
rm
in
th
e
S
h
a
d
o
w
o
f
L
a
w
y
ers’

In
terests,”

p
p
.61

77.

我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

三
）
前
掲
、
八
八
頁
。

例
え
ば
、A

n
d
rew

D
a
lto
n
,
M
akin
g
C
ivil

L
itigation

P
ay
：
L
ife
after

W
oolf

（C
L
T
P
ro
fessio

n
a
l
P
u
b
lish
in
g
L
td
.

）
参
照
。

迅
速
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
訴
訟
費
用
定
額
化
を
め
ぐ
る
ウ
ル
フ
報
告
書
の
提
言
、In

stitu
te
o
f
A
d
v
a
n
ced
L
eg
a
l
S
tu
d
ies

の
研
究
者
に
よ
る
調
査
、
大
法
官
府

に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
な
ど
一
連
の
議
論
に
つ
い
て
、
参
照
、
我
妻
「
英
国
に
お
け
る
近
時
の
民
事
司
法
改
革
の
動
向
」

四
・
完
）
前
掲
、
一
一

〜
二
四
頁
。

（
未
完

イングランドのカウンティ・コート（１）(濱野 亮)
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